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午前９時００分開議

○議長（秦 伊知郎君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

５番、白川立真君、６番、三鴨義文君。

・ ・

日程第２ 議事日程の宣告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・

日程第３ 町政に対する一般質問
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○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、町政に対する一般質問を行います。

順序は通告の順とし、順次質問を許します。

まず、５番、白川立真君の質問を許します。

５番、白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） おはようございます。壇上より、２項目について一般質問をさせ

ていただきます。

まず、防災について。

自然災害に対して、私たちの防災意識は決して高いとは言えません。意識啓発においては、新

たな手法を探っていかなければならないと思います。

また、消防団について。消防団の歴史は、江戸時代までさかのぼります。８代将軍吉宗が大岡

越前守に命じて、町単位で組織する町火消し、いろは四十八組をつくりました。その後、明治期

に入ると、廃藩置県、市制、町制の流れの中で消防組へと変化し、規模も増大していきます。や

がて、警防団へと姿を変え、戦後の昭和２２年、ＧＨＱ占領下、消防行政官Ｇ・Ｗ・エンジェル

により、消防制度を抜本的に見直す覚書案が提出されます。特に、火災だけでなく地震など、あ

らゆる災害に対応できる組織につくりかえることとあります。これが、今日の消防団であります。

今、消防団のニーズはさらに高まり、平成１６年、国民保護法のもと、有事に際しては警報の

伝達、住民の避難誘導、安否情報の収集を初め、消火、救命救急活動を行うこととあります。平

成１７年、複雑化、多様化する災害に対して、消防力の基準が改正されました。消防団は今、ニ

ーズの高まりの中で、その存在の中にあるわけです。我が町において、町防災を支える上で、消

防団の存在は重要であります。しかし、今、なり手不足や高齢化などで、存在力は低下しつつあ

ると思っております。

そこで、２点伺います。１つ、防災意識アンケートからどんな課題が見えてきたのか。また、

全町民を対象とした防災訓練について、総括を伺います。

２つ、旧町の組織体制を受け継いでる消防団において、団員の確保に苦労されている分団もあ

ります。このままでは、消防団全体のポテンシャルの低下が懸念されます。少しずつ体制を見直

す時期に来たと思いますが、どうか伺います。

２項目めの青年団について伺います。

新青年団の存在は広く知られるようになりました。戦後間もないころ、青年団は地域のリーダ

ー的存在であり、町の復興を大義として、行政や政治に大きな影響を与えておりました。しかし、

新しい時代の波にのまれるように、静かにその姿を消していきます。
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そこで、２点伺います。バブル崩壊から数十年がたち、混沌とした新たな時代に入った今、新

青年団はどんな背景で生まれたのか。また、主にどのような活動をしているか伺います。

２つ、２２年後の我が町は、人２２ ２２２人、高齢化２２５２２と２２される中、新青年団

へのニーズはどのようなことが考えられるか。そして、どこへ向かっていくかを伺ってまいりま

す。

以上、壇上より、２項目質問させていただきます。御答弁よろしくお願いをいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） おはようございます。それでは、２日間よろしくお願いいたします。

まず初めに、白川議員から２項目について御質問を頂戴いたしました。防災については、私の

ほうから答弁させていただき、もう１点の新青年団につきましては、教育長のほうから答弁を差

し上げるようにしております。よろしくお願いいたします。

それでは、１点目の防災意識アンケートからどんな課題が見えてきたのか、また、全町民を対

象とした防災訓練についての総括についてでございます。

本年度実施しました防災意識アンケートは、昨年度発生した７月豪雨や台風２４号での避難情

報や防災気象情報が避難に結びつかず、避難所への避難者が少なかったことや、多様化する災害

に対する住民の意識を確認して、今後の防災施策に反映させる目的で実施いたしました。現在、

分析中ではありますが、課題として見えてきたものは、避難に対する住民意識の醸成が必要であ

ることや、本年３月、各戸に配布した防災ハザードマップへの理解が十分ではないことなどの防

災意識の現状が出てきております。

その中でも、本アンケート質問で、避難所に避難しなかった理由をお答えくださいの回答に、

自分の住んでるところは大丈夫だが４⒋５２、今までに災害があったことがないが３⒈２２とい

う、俗に言う正常化バイアスと言われる、自分にとって悪い情報を過小評価してしまう意識を持

っている方が多数おられることが避難行動につながらない理由であり、本町以外の地域でもこれ

は共通の課題であります。また、あなたはハザードマップを知っていますかの回答に、見たこと

があるが保管はしていないが２⒌７２、見たことがないが⒍３２、防災ハザードマップへの理解

が十分ではなく、いざというときの情報ツールになっていないことがかいま見えてまいりました。

今後は避難行動を促すための対策を明確にし、最新の防災情報を共有するため、引き続き各集

落での防災説明会を実施することが重要であると考えます。

次に、６月３２日に実施しました南部町防災訓練の総括についてですが、このたびは、町民の

皆さんと消防団、そして役場職員に風水害対応の訓練を行いました。そこから今後の防災体制を
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考える上で、住民への情報伝達要領や手段、災害情報の共有要領などの課題も見えてきました。

町民の皆さんへは、土のう作成を主とした訓練を行いました。地域によっては、避難訓練など自

主的に計画されたところもあり、出水期に対する準備をいただき、成果があったと考えています。

今後も、年間２回の防災訓練、これは風水害と秋の震災訓練でございますが、これをきちんと

計画し、実施して、住民の皆様の自助、共助を促進できるよう、安心、安全なまちづくりを目指

していきたいと思います。今年度は第２回目の防災訓練を１２月２６日土曜日に、震災対応訓練

として、役場職員への対策本部運営訓練を主体に計画してるところでございます。

２点目の旧町の組織体制を受け継いでいる消防団において、団員の確保を苦労されている分団

もある、このままでは消防団全体のポテンシャルの低下が懸念される、少しずつ体制を見直す時

期に来たと思うという御質問を頂戴しております。

現在、条例で示された消防団員数は１４８名で、８月１日現在、１２８名が在団し、８６２の

充足２となっています。町内８つの分団のうち、６つの分団は１名から最大７名の団員欠員状態

が発生しており、地域の消防機能維持が厳しい状況となりつつあり、団員数減少や団員の高齢化

などへの対応が喫緊の課題であると承知しています。一方では、地域の特性などがあり、旧町の

組織体制の利点もあると思います。

今後は、消防団の中で、将来の組織、体制づくりについて考えていただき、地域の皆様の意見

をあわせて検討し、地域の実情に応じた消防団組織体制づくりにつなげてまいりたいと考えてい

ます。

私からは以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） おはようございます。それでは、白川議員の御質問に答えてまいりま

す。

初めに、新青年団はどんな背景で生まれたのか、また主にどのような活動をしているのかとい

う御質問でございますが、新青年団が立ち上がった背景は、御存じのように、高校生サークルの

高校生たちの今後も活動を続けていきたいという熱意と、若者の継続した地域とのかかわりを課

題として認識していた社会教育の両者の思いが一致したことであります。

高校生サークルは、コミュニティ・スクールを核とした人づくりを進める中で、義務教育終了

後、町外の高校へ進学する高校生と地域をつなぐ仕掛けとして、平成２６年度にスタートしまし

た。当時、高校１年生であった初期メンバーが、高校を卒業した平成２９年春に新青年団を立ち

上げることとしました。また、例年、成人式が終われば解散していた成人式実行委員会も、２２
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歳の若い力を成人式以外にも発揮できるよう声をかけました。さらに、役場の若い職員にも、行

政サービスを支える地域理解というスタンスで声をかけました。以上、高校生サークルの卒業生、

成人式実行委員経験者、若手の行政職員が中心となって、地域を活動のフィールドに、町を支え

る人づくりの循環を生み出すための一つの手段として、新青年団があると考えております。活動

は月１回の定例会を持ちながら、地域の行事やイベントに参加しております。昨年度からは、休

耕田でモチ米をつくり、そのモチ米を使って餅つきをして、新成人を祝福するなどの継続的な活

動も展開しております。昨年度は年間４２回の活動で、延べ１９３人の青年が参加しています。

次に、新青年団へのニーズはどのようなことが考えられるか。そして、どこへ向かうのかとい

う御質問にお答えしてまいります。

少子高齢化、人２減少が進んでいる今の町の状況を考えますと、当然、若者に対する期待とい

うものは高いものがあります。単に、行事等でのマンパワーとしてだけではなく、柔軟な発想力

を持つ青年団員が参画することにより、地域の行事やイベントの継続と充実につながると考えま

す。一方で、周りからのニーズも重要ですが、それ以上に、新青年団自身がみずから考え、地域

のためにいかに創造的活動ができるかが重要であると考えます。

今後の展望でありますが、現状はお声かけいただいた行事やイベントへの参加を通じて、今、

何ができるのか、町の課題は何なのか、みずからの組織のあり方はどうなのかなどを、活動しな

がら探っている状況です。主体的な活動を展開できる自立した青年団、自立した団体へと移行し

ていくために、教育委員会としては下支えとして必要な支援をしてまいります。ただし、あくま

で青年団活動の核は団員個人の自己実現であることを忘れてはなりません。地域をフィールドに、

一人でも多くの人と出会い、一つでも多くの体験をし、一つでも多くの感動を味わって、より幸

せな生き方を見つけていけるような青年団活動であってこそ、社会の要請にも応え得る存在とな

り得ると考えます。

以上、答弁とさせていただきます。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君の再質問を許します。

白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 御答弁をありがとうございました。

まず最初に、青年団のほうから伺ってまいります。今伺っておりますと、さまざまなイベント

や地域づくりに参加されているということがよくわかりました。私自身が、私が青年のころに、

当時の会見町ではもう青年団はなかったように思います。青年団というものがどういうものか、

ちょっとよくわからなかったというところからスタートいたしました。今、青年といいますと、
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一つ気になるのが、引きこもるとか、さまざまなことがあるわけですけども、割と、私が思いま

すのに、私が青年のときもそうでしたけど、視野がちょっとまだ、世の中に出たばっかりなんで、

視野狭窄になっているというところもある。その中で、仲間同士で同じサークルをつくって、地

域の課題とか、いろんなことにアタックをしていって、視野を広げていく。これは非常にいいこ

とだなと、私のころにもあればよかったのになとちょっと思っております。

そこで、もうちょっと大きく捉えて、小学校では町にどんなものがあるかというのを探検する、

町探検というんでしょうか、町探検が小学校ではあって、それでその延長線上に町の課題を見つ

けていくような、探っていくような、まち未来科があって、そして、さらに課題を見つけ、自分

たちが、どういいましょうか、アクションを起こしていくような高校生サークル、そして、もう

１個上に青年団というものがあるのかなと思っております。こういう学校教育から社会教育へと

１本のレールの上に乗っているのかなと私考えているんですけど、どうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） どちらが答弁しますか。

人権・社会教育課長、角田有希子君。

○人権・社会教育課長（角田有希子君） 人権・社会教育課長です。白川議員がおっしゃっている

とおり、小学校、中学校でまち未来科というものを勉強します。そこから卒業した子が高校生サ

ークル、そして高校生サークルを卒業した子が青年団というように、今１本のレールがちょうど

でき上がったところだというふうに受けとめております。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） この南部町だけの話じゃないかもしれませんけども、子供さんか

ら青年、そして大人になっていく。この階段を上っていく上で、今、若者たちは一体どんなこと

につまずいて、どんなことに傷ついていきながら、どういう学びをしたほうがいいのか、いわゆ

る学びという大きな捉えの中で。

私自身も振り返っていろいろ考えてみますと、あるおじいさんの一言をちょっと思い出しまし

た。私がまだ３２になるかならないころに、米子市におられたあるおじいさんの家に夜な夜な遊

びに行っておりました。このおじいさんは、お昼はちょっと寝ておられたりして、夜目が覚める

ということで、白川を呼べといって家族の方に電話をされて、私は、え、夜の９時だになとか思

いながら行くんですけど、すごい話が楽しくてですね。実はこのおじいさん、戦争から帰ってこ

られて、鳥取県の県のほうでお勤めになって、県の功労、そして、日本のことでも大分御尽力を

いただいた大変優秀なおじいさんで、そのおじいさんがこういうことを言っておられました。今

の世の中、君はどう思うと言われて、いい世の中じゃないですかと、食べたいものを好きなだけ
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食べれるし、行きたいとこも行けるじゃないですかと言ったら、そうかと。何かちょっと残念そ

うに言っておられました。要は、自分たちが復員して、もう一回日本をつくり直したときに、そ

れはそれで、ある意味、物質的には大成功したと。しかし、その過程で何か大きなものをなくし

たって言われました。それはどう思うかって言われて、なかなか答えにくかった、私の３２歳ご

ろはそうでした。その失ったものというのは、物質的に豊かになったんですけど、失ったもの、

いわゆる、ここを青年たちにもちょっと見つけてほしいなと思うわけですが、どんなものを失っ

たんでしょうかね。

教育長、どう思われますか。

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。大変難しい御質問をいただいて考えております

が、確かに、今の子供たちは、青年も含めて、豊かな時代に過ごしていると思います。しかし、

本当に失ったものの前に、とても子供たちは育ちにくくなっているのではないのかな。昔は、年

齢に応じて、社会がここまで、子供たちはここまで、例えば子供会で、例えば青年団で、それぞ

れに活躍のフィールドを与えながら、よいところ、悪いところをだんだん成長とともに見させて

きました。ところが今、ネットを初めとするさまざまな社会の中で、もう幼稚園の子でも、保育

園の子でもネットにアクセスをする。要するに、社会の全てを見てしまうような時代になって、

全てが自分で判断をしないといけない。今までは、先輩、お兄ちゃん、お姉ちゃん、おじいちゃ

ん、おばあちゃん、先ほど言われたように、いろんな方が、おまえはまずここで考えろ、次、あ

なたはここで考えなさいよという段階を与えてくれていた。それが今、全て同じ段階になってし

まったということで、一つは育ちにくい。その中で、やはり子供たちが失ったもの、いろんなも

のがあるかもしれません。それは、人によるんだろうと思います。全ての子供が失っているわけ

ではありませんけども、やはり人のつながりであったり、温かみであったり、本当に感謝する心、

いろんなもの、笑い話のように、今、時々、果物がスーパーになっているみたいなことをまこと

しやかに言われる時代です。本当にそういう自然とかいうもの、しかし、南部町においては、そ

ういうものが比較的豊かにあって、地域の方等の支えもあって、比較的、比べるわけでありませ

んが、失ったものは少ないのではないのかないうふうには思うところでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） では、こういう聞き方をしましょうか。一昔と比べて、人とのつ

ながりというのは希薄になったような気がするんですけども、そこはどうでしょうか。あっ、ご

めんなさい。人から学ぶということになります。ある家庭に生まれてきますよね。そして、学校
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という世界があって、次、会社という世界があるんですけど、もっともっといろんな人とつなが

って、いろんなことを教えてもらうというつながり、学びというか、そういったことは希薄にな

ってるような私は気がします。

先ほどのおじいさんは、私とは縁もゆかりもないんですが、たまたま２・２６事件に大きくか

かわった、金鵄勲章までいただいたすごいおじいさんで、いろいろ生きてるうちに話しておきた

いことがあったということで、いろいろ、若者を呼んで、家に、ある意味、塾のようなことをさ

れていたわけですけども、それ、自分の今につながっているわけですね。もっともっと若い人が

いろんなお年寄りともつながったらいいなと思うんですが、いかがでしょう。

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） おっしゃるとおりの部分があるのではないのかな。まさに、例えば今

回、高校生サークル、新青年団をつくるときにも、当然、高校生であれば、家庭と学校の往復、

間に部活があったりいろいろある。でも、やっぱりそこにいろんなすき間の時間というか、あい

た時間があるだろう。青年団もしかりです。家庭と職場っていう間に、いろんな時間があるだろ

う。そこで、いろんな人との出会いを組み込んでいこうというのが、まさに高校生サークルであ

り、新青年団の活動です。あわせて申し上げるならば、南部町ではコミュニティ・スクールを義

務教育には導入をしてございます。そういう意味では、地域の方に、本当に学校に足しげく通っ

ていただいて、子供たちにとっては、学校という場は先生だけが大人ではなくて、地域の方も一

緒におられるという環境があるということはすばらしいことでもあるし、そこでの、まさにいろ

んな出会いがあると思う。人間やっぱり、合う、合わないというのもあると思います。みんなに

１２２２ぴたっと合うわけではないので、そのいろんな出会いの中で、自分が師とあがめるよう

な人であったり、はっと気づかせていただくような一言をいただける、そういう多様な出会いを、

まさにこれからの教育には必要な部分だというふうに認識しております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） ことしの２月は、青年たちが我々にさまざまな質問、提案をして

いただきました。せっかくですので、きょうは私が青年団たちにちょっと提案をしたい。本当は

青年団とこうやってじっくりと話ができればいいんですが、教育長から伝えていただけたらなと

思いますが。

先ほどのつながりという部分で、双方から見て、例えば、この町の孤独なひとり暮らしのおじ

いさん、おばあさんからしたら、青年、若い者と話したいと思っておられるような気がします。

青年からしても、そういう親戚でも何でもない、ただ同じ町に住んでるおじいさん、おばあさん
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と話すっていうことは、ちょっと緊張はするかもしれないけども、いろんなことを教えてもらえ

ますし、お互いプラスになるんじゃないかなと。

実は私、今、日野のほうに行っておりまして、そこで、ひのぼらというとこで、日野ボランテ

ィア・ネットワークというところで、毎月行ってるんですけども、そこで感じたのは、最初はひ

のぼらさんのメニューに従ってやっていたんですけど、白川が途中から帰ってこなくなったって

言われたんですね。お年寄りのところに、いろんなボランティアでプレゼントを持っていくんで

すけども、３時には帰ってきてよというのに、もう５時までかかったりとかですね。それは、や

っていて思ったんですけども、話をしてあげるとすごく喜ばれて、まず最初に、困ったこと何で

すかって聞いたって、困ったことはありません。そこで帰ったら、ただの御用聞きみたいなもん

なんですけども、昔話とかしながら、ちょっとじっくり話しますと、これ、傾聴ボランティアっ

ていうんですけど、話をするだけでも大変胸のつかえが取れると言われますし、話をしながら、

実は、次から次へといろんな問題が出てきます。最初は、私のところ、何も問題ありませんと言

われたおばあさんが、３２分話をしますと、いろんなことがわかってくる。だから、一人一人に

かける時間が非常に延びてしまうので、ちょっと時間が今かかってるような状況なんですけども、

これは少々かかろうと、おばあさんにとってもいいし、今のこの世の中、混沌という言葉を使い

ましたが、本当に多世代でにぎやかに暮らしてるおうちもあれば、そうでない、ちょっと孤独感

を感じてる世帯もあるし、あえてピックアップするのはそういった孤独感を感じてる御世代のお

じいちゃん、おばあちゃんへの傾聴ボランティアというのをやって、青年団がですね、やってみ

たらどうだろうという提案ですけど、いかがなもんでしょう。

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。ありがとうございます。御提案をいただきまし

た。

近隣の市町村では、大山町と江府町に青年団が同じように、形で有しております。先ほど壇上

での答弁でも申し上げましたが、今は本当に青年団がいろんなことをやる中で、自分たちは何を

していこうかって模索をしている時期でありますので、その中の一つとして伝えさせていただい

て、しっかり、青年団自身が本当にそれをもって何を自分たちがするのかっていうのが大事だろ

うと思います。その場に行くということよりは、そこで何を得て、自分たちが青年団活動で町の

将来のために何ができるのかというのを考えていく一つの機会ということで、ただ、教育長がや

れということではなくて、こういう御提案があったということで伝えさせていただければという

ふうに思います。ありがとうございました。
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○議長（秦 伊知郎君） ５番、白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 冒頭も言いましたが、青年団というものがイメージしにくかった

ところで、今回の質問でした。私、一番最初に、青年団に関する記事といいますか、そういうの

は、西伯青年団さんというのがつい最近まであって、機関誌で「かまくら」というのを出してお

られたみたいで、ちょっとそこを読んできたんです。

ここは、若い青年が生き生きと文章を書いて投稿しています。例えば、ちょっとどきっとしま

したのは、愛についてというコーナーがあって、男性も女性も生き生きと自分の思いを主張して

いますし、紙上討論というのがあって、これは当時の時代背景、７２年代なのかな。あのころの

時代を、自分はどう考えているのかということを生き生きと書いております。その中で、ＯＢの

大先輩がそれを見て投稿もされております。

ちょっとＯＢさんが書いたことをちょっとかいつまんでみたいなと思いますが、戦後間もない

ころでした。私が入団したのは終戦直後、復員した人、学徒動員から帰った若者で、村は活気を

取り戻しつつあった。これは、西伯の村ですね。当時は、真剣に仲間づくりを考え、自分たちが

進んでいく自主民主主義の先頭に立って、町村合併などに積極的に町当局に働きかけた。現在、

これは昭和４８年だそうですが、高度経済成長下にあり、物や働く場所には困らなくなったが、

生活環境が大きく変化して、それにより個人の意思がより尊重されるようになり、共通の目標を

持った１つの団体に結集することが困難になった。こんな時代に、少数とはいえ、４２名の団員

が望郷の精神に燃え、明るい地域社会建設のために精進されている諸君に、私は敬意と信頼を強

くする。大先輩がそういう投稿をされております。これは、あの時代、戦後間もないころって、

物すごいニーズがあった。ところが、物的に、物質的に物すごく豊かになっていったんだけど、

それと同時に何か失っていくんですね、青年団のニーズを失っていく悲哀の部分と、当時の４２

名の青年団、頑張れよっていう激励の部分が入りまじっている文章で。

当の青年団はどう言ってるかといいますと、１つだけ紹介させてもらいます。青年団の団長さ

んのコラムかな。青年団は行政のお抱え青年団組織ではない。青年団は青年団、行政は行政であ

る。あくまで、別である。青年団は青年でしかできない活動をやっていこうと私は心を新たにし

た。団長、仲田司朗さん、どっかで聞いた名前ですね。青年は青年で、この闇の中を手探りで、

どうやったらニーズを探れるのかっていうことを考えていたのかな。これ、昭和４２年半ばごろ。

ちょうど私、そのころ生まれました。そういう時代である。

いわゆる時代時代で青年活動が変わっていき、でも、またバブルが崩壊して、また今違う時代

に入ったので、そこのところをきちっと見きわめた上で、青年たちがこれから活性化していくい
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ろんなヒントが実はあるんです。ちりばめられておりますので、ぜひ自分たちの、自主の学びの

中で見つけていってほしいなと思います。

最後、何かありましたら。

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、福田範史君。

○教育長（福田 範史君） ありがとうございました。私自身も初めて聞かせていただきました。

まさに、おっしゃるとおり、本当に行政の下請では決してありません。あくまで、今は一度途絶

えたものを復活しましたので、今支えておりますが、本当に青年団自身がいかに自分たちが考え

て、自分たちのよりよい生き方を探るかという１点だろうと思います。また、その子たちがした

ためた文章がまたどっかで披露されることを願って、感想とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。

○議員（５番 白川 立真君） しゃべり過ぎて、喉が……。ちょっと待ってください。気持ちを

切りかえる。（発言する者あり）

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） では、今度は消防、防災について、再質問をさせていただきます。

まず、近年ですけども、昨年も大きな水害、土砂災害、そして台風がもう毎年のように大きな

被害をもたらしております。こういう時代にあって、南部町は防災監というポジションをつくり

ました。今、２人目の防災監となられた田中さんに、ちょっと胸の中にある所信をまず伺ってみ

たいなと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監です。私、この７月１日に防災監に昇格をいたしまして、日々、

この防災監という職務の重さをひしひしと感じておるところでございます。その中にありまして、

私、さらに決意を強くしたもの、これが２つあります。

まず、１つ目は、覚悟を持つ。覚悟を持って、職務に当たるということであります。これは、

まず自分自身が、多様な災害発生の中に、いろいろな判断出てくると思います。その判断、決心

をする中で、やはり自分自身の覚悟を持った決心が必要だろうと考えておりまして、それら覚悟

を持った職務をしていこうと考えております。

２つ目は、地域とともにということであります。防災という職務は、やはり地域の方があって

初めて成り立つ職務であろうと考えております。やはり、顔が見える関係、そして話ができる関

係、そういった関係が非常に重要であり、また、各地域の特性を十分に知ることが必要であろう

と考えております。
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今後とも、引き続き防災説明会等をくまなく行い、そして、支え合いマップも引き続きつくり

ながら、安心、安全なまちづくりのために努力しようと考えております。引き続き、後押しのほ

う、よろしくお願いいたします。以上であります。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 先ほどの町長答弁の中でも、消防団の維持が今難しくなってきた

とおっしゃいました。これからの消防団の維持については、消防団の中でも話し合っていかなけ

ればいけない。そして、町の防災、何ていいましょうか、防災行政というんでしょうか、そうい

ったとこも、消防団が今どのようにあえいでいるのか、どんな課題があるのかというのを把握し

なきゃいけないと思います。

そこで、平成９年というと、まだここが西伯町と言われた時代、西伯町、会見町といわれた時

代に、鳥取県の消防協会というのがあって、今でももちろんあると思いますよ、そこに団長さん

がいろんな投稿を寄せておられます。そして、消防団にアンケートっていうのをとってるんです

よ。平成９年というと、今から２２２年前、あのころの消防団はどういう課題があったかという

ところを探っておられました。これは、２１世紀の消防団づくり推進委員会というのがあるんだ

そうで、そこがアンケートをとったりしてまとめたものがあって、あの当時の課題、県民の消防

団に対する理解、認識が希薄である。県民の消防団に対する信頼度が２想外に低い。県民の消防

団への入団意識が極めて薄く、消防団員の確保が極めて難しい。県民の多くが、消防団活動に期

待はしているが、消防団活動が必ずしも活発とは言えない。仕事の時間と重なるため、消防団活

動に参加できない団員が多いなど、消防団員は仕事を持ちながら消防団活動を続けることに大変

苦労している。消防団に入ってよかったと感じていない団員が、２想外に多い。消防団員の多く

が、現状の消防団を改善する必要があると考えている。もう２２年も前からこういう課題があっ

たんですよ。だから、今はもう２２年たってるんで、あのときよりもっと厳しい状況になってお

ります。

防災監は去年来られたんでしたっけ。これから消防団をピックアップして見ていただくと、だ

んだんわかってくるのかなと思いますが、その前に、今、消防団がどういう状況にあるのか。例

えば、私の体を治療しようと思ったときに、まず、状況をお医者さんって診ますよね、問診、健

診をしてね。それと同じように、問診といいますか、アンケートをとってみられてもいいのかな

と、消防団員さんにね。そこから、今の消防団がどういうポテンシャルになっているのか。私は

頼まれて入ったんだけど、活動には出ませんよというような団員さんもいるかもしれない。積極

的に出るという人もいるかもしれない。そのあたりがわからないんです。１回つかむためにアン
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ケートをとってみられたらどうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 白川議員の御質問にお答えします。

まず、消防団の現在の状況ですけども、私自身が消防団に対して把握しているところは、やは

り充足２が低いことと、あと、高齢化が進んでいるという状況は把握をしております。あと、先

ほど御意見にもありましたアンケートの件も含めまして、やはり消防団の中でまず御議論をしっ

かりしていただくことと、ほかに、周辺住民の皆さんの御意見をしっかりと吸い上げた上、また、

アンケートというのも必要であれば、こちらとしても考えたいと思っております。やはり、消防

防災というのは非常に重要なものでありますので、やはり前向きな、そしてしっかりとした体制

がとれるようにやりたいと考えておりますので、今後とも御意見よろしくお願いいたします。以

上です。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 今、消防団の維持について、本当に、喫緊の課題と言われました

けど、まさにそのとおりです。南部町には南部町消防団条例ももちろんありますが、何かあった

ときに、その都度都度審議する審議会条例、南部町消防団審議会条例というのもたしかあったよ

うに思います。こういった審議会に、今まで消防の課題をかけたことってありますかね。わから

ん。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監です。審議会条例での内容をちょっと私のほうが十分承知して

おりませんで、申しわけありません。速やかに確認をしたいと考えております。ただ、こういっ

た議題、案件について、やはりこの審議会条例等にかける必要性というのもあろうかと思います。

今後、検討させていただきたいと思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 条例はあっても、審議会って私聞いたことないんですよ。この中

には、議員が入らなきゃいけません。議員が入る。あるのかないのかわかりませんが、まず、ア

ンケートをしっかりとった上で、審議会というものの中で、１回もんでいただきたい、かけてい

ただきたいと思います。よろしいでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監です。貴重な御意見をいただきましたので、前向きに、確認を

しつつ検討したいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。以上です。
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○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） では、消防団はそういう形で探っていっていただきたいと思いま

す。

ただ一方で、先ほど壇上でも言いましたが、一昔のような、ある地域に生まれた青年は、青年

団に入り、消防団に入る。そのステップの中に、一昔の青年はですね、あったと思いますが、今

はなかなか時代がそうさせてくれないという悩ましい状況にあるわけで、消防団が昔のように返

るかというと、なかなか難しいだろう。でも、それはそれでもう仕方がない。消防団が縮小、一

定程度縮小していくのは仕方がないんだけども、でも、こういう時代だからこそ、生まれてくる

もう一つの組織ってないのかなと思うわけです。

やはり災害というところにスポットライトを当てて考えていくと、火事のように３時間とか４

時間で終わるものではありません。どうしても長期化が２２されます。そうなると、何日も何日

もっていうことになりますと、もう一つ、もう一つの消防団、名前がおかしいですね、もう一つ

の消防団のような組織。これは、長期対応ができるような方々で、当然、やってやるぞと言われ

る方々、そして、いつでも入れるしいつでもやめれるような、ちょっと気楽なそういった組織、

でも、身分は消防団と同じような、例えばけがしたりしたときには手当てができるような、そう

いった新しい組織というのも、この時代、必要になってくるのかなと思います。主に、災害を考

えての、災害、わかりやすく言うと避難所対応とかですね。だから、女性の方にも入ってほしい。

御飯、非常食とかつくらなきゃいけませんよね。トイレのこともあったり、女性視点で見なきゃ

いけないとか、いろんなさまざまなことが、私も災害のボランティアに行ってて、よく現場で見

ます。どうしても、そういうチームが欲しいなと思います。こういう方々は消防のＯＢとか、警

察、自衛隊のＯＢ、またはいろんな専門知識を持ってる方、この町に住んでるおじさん、おばさ

んたちも一緒になって、中には青年団も駆けつけてくれるかもしれませんけども、ちょっと気軽

に入れて、何か余り負担のないような、がちがちではないような組織ですね。そういったものを

つくったほうがいいなと思いますけども、所感を伺いたいなと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、田中光弘君。

○防災監（田中 光弘君） 防災監です。先ほどありました、消防、警察、自衛隊のＯＢを活用さ

れるという、例えばの例ですけども、最近では６月３２日の防災訓練のときに、消防のＯＢの方

がある地域振興協議会の最後の場面で講演会を開いていただいたり、あるいは現職の消防の方も

防災訓練に参加して、いろいろなノウハウを御教授いただいたということも聞いております。確

かに、人材の宝でありますので、人材の宝を大いに活用されるというのは非常に大事なことだと
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思うんですが、ただ、集落には自主防災組織というものがございます。やはり、基本は集落単位

であったり、自主防災組織をいかに強化するかということが、やはり喫緊ではないかと考えてお

ります。そのために、今、各集落に防災説明会をやっていってる途中でございます。そういった、

まず基盤をしっかりさせて、基盤をしっかりさせた後、新たな組織をということであれば、また

その時点で考えていただくことがいいのではないかと考えております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 私は、防災監と、もし今度どこかで災害があったら、一緒にボラ

ンティアをしながら、１回どういうものか、避難所がどういうことになっているのか、もうパニ

ックなんですね。それをボランティアとして、田中防災監と行ってみたい。それは、生易しいも

のじゃないんですよ。体育館の裏じゃ、役場職員がえんえん泣いてます。民間のボランティアの

人たちも、夜は泣いてます。昼間は見せれません。それはもういろんなことを言われます。もう

修羅場なんですよ。そこを回すっていうのは本当に難しい。役場が、役場の職員が１週間も２週

間も３週間もそこでオペレーションできるかというと、難しいんだろうなと思います。役場や役

場でやらなきゃいけないことがいっぱい出てくる、罹災証明のこととか。じゃあ、振興協議会が

そこまで訓練してるのか、自主防災がそこまでスキルとか、そういったことを今上げれるような

状況にあるのか。考えると非常に難しいので、一度、これは百聞は一見にしかずで、防災監と一

緒に、もしどこかあったら行きましょう。見たほうが早いです。その上で、また、ここで、やり

合おうじゃありませんか。やり合うって……。

これで質問は終わりたいと思いますが、町長、最後は、何かありましたら、お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。所感でございますが、まず、消防団のことについて

お話しします。西部広域行政管理組合を組織して、西部広域で消防行政をやっていこうというこ

とになってから２４２年ぐらいたつんじゃないかなと思います。今、退職される方も、西部広域

に入って退職される方、それから米子市消防から退職される方、混在する時期に来てるところだ

ろうと思っています。このことを発端に、大きく消防組織、地域の消防団という組織再編をした

ことが、今の原形になってると思っています。次の時代にどういう消防体制がいいのか、団長を

中心に組織の中でまず検討し、先ほど議員がおっしゃったようにアンケート等とるのもいいと思

います。そういうことに取り組みながら、令和の時代の消防団をどうつくっていくのかというこ

とが大事だろうと思っています。

２点目に、避難所のことを言われました。全くそのとおりだと思います。泣き叫ぶ住民や、も
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ちろん役場職員も犠牲者を出すこともあるでしょう。そういう中で、どこまで避難所を誰が運営

するのかというのは、非常に重要な問題でございます。ぜひ、そういうところに対しての、避難

所の行政職員から一般の皆さんにかえていくというところが不十分だと私も思っています。その

覚悟も地域の皆さんに持ってもらわなくちゃいけませんし、行政も、大体３割避難所に逃げて、

７割の人は自宅にいるというのが一般です。車の中に避難したり、そうすると、７割の人を誰も

お世話しなかったら大変なことになってしまいますし、罹災証明であったり、復興に向けての一

歩を早く踏み出さなくちゃいけないわけですから、大きな課題であろうと思っています。いい機

会をいただきましたので、ぜひその面に向かって、今後、地域や、さらには組織内で検討してい

きたいと思います。ありがとうございました。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君、よろしいですか。

○議員（５番 白川 立真君） はい。あ、じゃあ最後に。

○議長（秦 伊知郎君） 白川立真君。

○議員（５番 白川 立真君） 町長、前向きな御答弁をいただきました。ありがとうございます。

消防団と、もう一つの組織、私の中では、ハイパー災害機動団と呼んでおります。ぜひ、御検討

よろしくお願いをいたします。

では、これで終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、５番、白川立真君の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩入ります。再開は１２時１５分にしますので、よろしくお願

いいたします。

午前 ９時５３分休憩

午前１０時１５分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

続いて、８番、板井隆君の質問を許します。

８番、板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ８番、板井隆です。議長よりお許しをいただきましたので、通告

しております２項目について質問をいたします。

最初に、ＪＯＣＡ連携事業、温泉発掘の現状と今後の計画についてであります。

南部町生涯活躍のまち構想に向けた拠点整備では、法勝寺にえん処米や、手間、賀野地区には

－１７－



サテライト拠点施設、南さいはく地域には地域共生社会実現拠点いくらの郷が、ＮＰＯ法人地域

振興協議会、社会福祉法人などが、地域に根差した特色ある運営で、生涯活躍のまち構想の実現

に向けて、地方創生が加速化していると思っております。

今、町民の大きな声と期待は、法勝寺高校跡地利用でのＪＯＣＡ連携による、多世代住民や障

がいのある方などとの、ごちゃまぜと呼ぶ協働の施設建設であります。あわせて、先日まで遠く

からでも見えておりました温泉掘削の鉄塔も撤去され、期待と不安もあり、現状が知りたいと思

う町民の方も多く、この質問をさせていただきました。あわせて、現在、ＪＯＣＡ連携で指定委

託管理を受け、施設運営や行事を行っている特産センター野の花、めぐみの里、法勝寺児童館内

でのひまわり学級、障がいのある方への一般相談等、状況について、あわせて伺いたいと思いま

す。

そういった点から６つの点について伺います。温泉掘削後の現状について。２番目、佛子園モ

デル拠点施設の進捗と今後の見通しについて。３点目、施設の完成によって、町民へのメリット

について。４点目、今後、町としての協力体制をどのように考えているのか。５点目、ＪＯＣＡ

連携との委託業務で南部町民への環境の変化について。６点目、町長として、ＪＯＣＡへの今後

の期待をどのように考えているのか。以上、６点について、御答弁をよろしくお願いいたします。

次に、ふれあいバス運行についてであります。

町民の公共交通の整備、特に交通弱者に対する交通の利便性の確保を目的として、ふれあいバ

スが運行されている。これまでの町内循環を中心として運行をしていた日ノ丸バスが、朝１便の

み米子までの運行で、以降は法勝寺どめになったため、さいはくデマンドバスが運行され１年が

経過しました。従来の路線バスとは違い、これまで入っていなかった谷合いの集落まで運行され、

利用者にとっての利便性は非常に高まったと思っております。イエロー、デマンドバスともに、

小・中学生の通学や高齢者の方、障がいがある方など、交通弱者にとって、通院、通学、買い物

など、日常生活と直結する最も基本的な移動手段であります。しかし、デマンドバス利用者から

は、２２電話の不便さなども感じている、そのような声も聞いております。町として、利用者の

声をどのように捉え、今後、利便性を高め、利用促進の観点から改善すべき課題もあると考え、

伺います。

平成３２年度におけるふれあいバスの利用状況について、２点目、それぞれの町民の声を含め

た問題点と改善点について伺います。

以上、壇上からの質問といたします。よろしく御答弁をお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。
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○町長（陶山 清孝君） それでは、板井議員の御質問にお答えしてまいりたいと思います。

２点いただきました。まず、温泉掘削の現状についての御質問についてお答えいたします。本

年１月に着工した温泉掘削工事は、先月工事が完了し、２３２度の温泉がくみ上がり、量として

は毎分５６リットルと伺っております。現在、専門業者にくみ上がったものの成分分析を依頼し、

今月末くらいには分析結果は明らかになると思いますが、温泉利用の可能性は高いのではないか

と思っています。

次に、佛子園モデル拠点施設の進捗と今後の見通しについての御質問についてお答えいたしま

す。ＪＯＣＡが事業主体として拠点施設を建設するのですが、その財源として国と県の補助金を

活用される２定でございます。２定どおりに進めば、令和２年度に施設建設に着工し、令和３年

度中には一部施設が開業できる２定と伺っております。

次に、施設の完成による町民へのメリットについての御質問にお答えいたします。これまで町

内になかった温泉ができることで、町の魅力が向上するのはもちろんのことですが、多世代の地

域住民や障がいのある方などが分け隔てなく活躍し機能する、いわゆるごちゃまぜの場ができる

ことに期待しております。石川県の西圓寺では、ごちゃまぜの居心地のよさによりＵターンによ

る移住がふえ、世帯数がふえたという好事例もございます。こういったことからも、南部町にお

ける共生社会の実現に向け、大きな役割を担う施設になるのではないかと期待をしてるところで

ございます。

次に、今後、町としての協力体制をどのように考えているのかという御質問も頂戴いたしまし

た。これまでは、企画政策課が中心となってＪＯＣＡと連携してきましたが、今後は、事業の柱

が障がい者福祉や高齢者福祉などとなってきますので、福祉関係部署との連携が必要となってき

ます。そのため、昨年度からＪＯＣＡの拠点施設の実現に向けて、福祉関係を含めた関連部署で

プロジェクトチームを組織し、ＪＯＣＡの方と進捗状況の共有や課題等の協議を行っております。

ＪＯＣＡの活動は多岐にわたりますので、部局横断的な支援の必要があると考えております。

次に、ＪＯＣＡ連携での委託業務で、南部町民への環境の変化についての御質問についてお答

えいたします。現在、ＪＯＣＡでは２施設の指定管理を受託しておられます。そのうち、野の花

では、店舗販売による地元産品の商品数拡大も随時行っており、生産者とのつながりも深くなっ

ています。また、お客様からは食事がとてもおいしいと好評でございます。めぐみの里では、不

定期ではありますが、豆腐の販売が開始されており、豆腐ののぼりが立っている日を目指して訪

れるお客様で、売れ行きも上々と伺っております。法勝寺児童館で行われています放課後児童ク

ラブでは、平成３１年４月より、ＪＯＣＡに運営を委託することによって、長期休み期間中だけ
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でなく、通年の学童保育をしてほしいという保護者ニーズに応えることができました。活動内容

に、農園作業、海外体験談や外国のお菓子づくりなどを取り入れ、ＪＯＣＡの特色を生かしたク

ラブ運営をしておられます。また、国際交流のイベントでは、チリやインドなど、ふだんの生活

ではなかなか出会うことができない国の人との交流をしていただいております。そういったイベ

ントには障がいのある方も参加して活躍しているのも、ＪＯＣＡならではの取り組みだと思って

います。交流事業では、桃山学院大学の学生のフィールドワークを受け入れておられ、ことしも

現在９名の学生が町内で活動しておられます。若者、よそ者である学生たちが南部町地域活動に

参加することで、町内に新たな風を呼び込むとともに、関係人２の増加に寄与するものと考えて

おります。

最後に、町長として、ＪＯＣＡへの期待をどのように考えているかという御質問にお答えいた

します。ＪＯＣＡは平成２８年度から南部町のまちづくりの一翼を担っていただいておりますが、

わずか３年半の間で、南部町になくてはならない存在になってきてると感じております。当初２

名であった職員も、現在は１２名までふえてきております。そのうち５名は地元雇用であり、町

民の雇用の受け皿としての役割も担っていただいてると思います。また、青年海外協力隊ＯＢと

して南部町に移住してきた職員の方も４名おられ、海外で開発援助に携わった貴重な経験を南部

町のまちづくりに生かしていただいております。また、町内で唯一の就労継続支援Ａ型事業所を

立ち上げ、現在は９名の障がいのある方が利用者として登録されております。その多くは町民で

あり、指定管理施設などで活躍しておられます。例えば、めぐみの里で障がいのある方が心を込

めてつくられた豆腐は、町内の保育園や小・中学校の給食で使用されています。これは従来、支

えてもらう側であった方が、支える側になることを意味しています。障がいのある方もない方も、

支える人も支えを受ける人に分かれることなく、ともに支え合い、さまざまな人々の能力が発揮

される共生社会を目指す上で、この活動は大変意義深いものだと考えています。ＪＯＣＡがまち

づくり事業にかかわっている自治体は、南部町を含め、全国で４自治体、これは岩沼、駒ヶ根、

安芸太田、そして南部町の４自治体でございます。この強みを生かし、今後もＪＯＣＡと連携し

たまちづくりを進めていきたいと考えているところです。

次に、ふれあいバス運行についての御質問にお答えいたします。まず、平成３２年度における

ふれあいバスの利用状況についてですが、南部町が運営するバスは、町の北側を走る黄色いふれ

あいバスと、昨年１２月に南さいはくエリアで運行を始めたデマンド型ふれあいバスの２種類が

ございます。昨年度の総乗車人数は、黄色いふれあいバスが３ご ６８７人、運ご収入は２３２

ご １６２万でした。南さいはくデマンドバスは、昨年１２月から１年間の実万、これは見込み
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で、乗車人数が２ ２２２人弱、運ご収入は７２ご弱を見込んでおります。

次に、それぞれの町民の声を含めた問題点と改善点についてお答えいたします。黄色いふれあ

いバスの乗車人数は、平成１６年８月の開通以来、２５２ご人のお客様を運んでおりました。乗

車人数の検証として、平成２５年度の年間４ご ７７２人をピークに、平成３２年度は３ご ６ 

８７人に減少しております。この減少の原因については少子化の影響が著しく、平成２５年度の

ふれあいバスで通学している児童生徒は７２人でございましたが、現在、令和元年度は４３人と

２４割減少しています。一般の利用者は平成２４年度の１ご ７４７人をピークに、平成３２年

度は１ご ３８５人で、こちらのほうは度々に減少しておる状態でございます。改めて度体的な

減少の原因を検証していきますが、児童減少数は最大の要因だと考えてるところでございます。

行政要望では、バス停まで距離のある集落や高低差のある集落などからは、バスが近くまで来

てほしいという要望を伺っています。高齢社会に適応した公共交通のあり方を考慮した上で、現

状に即した車両の効２的な配置や住民ニーズの高いダイヤについて再編、検討を進めているとこ

ろでございます。

南さいはくデマンドバスについては、間もなく１年を迎えますが、新しく開設した沿線の方々

からは喜びの声をいただき、うれしく思っています。運行開始以降、御利用いただいてる方々か

らの声や地域振興協議会で取りまとめていただいた要望では、日ノ丸バスへの乗り継ぎ停留所の

増設希望や、運行時刻の増設希望などがございます。乗降記録でほとんど利用のない便などもあ

りますので、よいものは取り入れ、不用なものは見直しを進めたいと考えています。

議員の質問にございましたデマンド型による電話２２の不便さという部分に関しましては、電

話以外の２２方法についても検討させていただき、多様な対応ができるよう調査も進めています。

また、南さいはく地域振興協議会との検討では、お買い物専用時刻帯の便を２２なしで試験的に

運行させるなどのプランも考えてるところでございます。

以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君の再質問を許します。

板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 御答弁ありがとうございました。

詳細にわたってのさまざまな点についてお手間をいただき、もう、がいに再質問をすることも

少ないのかなっていうぐらいだったんですけれど、させていただきます。

まずは、温泉の件です。先ほど町長は、温泉については可能性が高いということだったんです

けれど、初日の全協のところで企画課長のほうから説明を受けました。これは、先ほど答弁でも
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ありましたけど、温度が３１度、湯量が毎分５６リットル。この毎分５６リットルというと、ち

ょうどうちのお風呂がスイッチを入れると、３８度で６２リットルで湯張りをしますって出てく

る。ちょうどこのくらいのが１分間に、お風呂ぐらいのものがたまるんだなというふうに思って

いると、若干少ないかなっていう気もしております。そういった面での、この可能性というふう

に言っておられるのか、それとも何か、泉質は今分析中だということだったんですけど、そうい

った点を加味してそういう答弁になったのか、まずはその点を聞いておきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。少し、量の面では５６リッターはちょっと少ないか

なとは思いますけれども、このあたりのところをＪＯＣＡに聞きましたら、ＪＯＣＡとしてはち

ょうどいい規模だと、このように言ってるところでございます。あえてもう少しくみ上げること

もできるということですけども、そういうことはせずに、５６リッターでくみ上げたいと、この

ように聞いております。

あとは、泉質が少しいいものが出るといいなと。少し欲張った期待もしておるところでござい

ますけれども、これは調査結果を待ちたいと、このように思って大変期待しとるところです。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。量は若干、一般的に見れば少ないかな

という気はするんですけれど、しかし、温泉と名前はつけれる。例えば、温泉と名のつく泉質が

ないとしても温泉としては使えるというふうに、全協でも説明がありました。そういったところ

で、今の泉質をしっかりと確認してから正式には発表したほうがいいだろうなとは思うんですけ

れど、本当に町民が何十年前から期待していた温泉ということもありますので、もし、温泉でこ

ういったことやろうとはっきりと決まったらば、町とＪＯＣＡと連携をとって大きなＰＲをして

いただきたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いします。

次に、佛子園モデルの拠点施設の進捗ということなんですけれど、先ほど……。その前に、ご

めんなさい、今後の計画ですね、それが先でしたけれど、この進捗と今後の見通しの中で、答弁

では、県、国の補助金を受けながらＪＯＣＡのほうで進めていくっていうことだったんですけれ

ど、そういった申請に対しての助言とか、連携ですね、そういったことは何か計画はあるんでし

ょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。申請に対しての助言だとかというところの

ことでございますけども、昨年から、答弁の中でありましたとおり、関連課を含めたプロジェク
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ト会議というのをしております。これ、健康福祉課、子育て支援課、福祉事務所、それから西伯

病院、それから企画政策課入りまして、今後の申請、今年度の申請に向けて、計画書の内容を作

成するに当たり、どういったニーズが町の中で求められていて、どこが足らないかと、町として

どういったところを応援してほしいかというようなところを意見出しを行って、計画書の中に盛

り込むというところで申請の準備を進めているところです。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。質問をするに当たって、私もＪＯＣＡ

の所長のところにいろいろと話を聞いたりとか、現状を含めて聞いてきました。やはり、県に申

請に対して非常に不安を持っておられて、自分たちはどうしたらいいのかちょっとわからない部

分もあるんですよねとかという話でしたので、ぜひとも、松田副町長、それから企画監おられま

すので、やはり県に大変精通をしている人たちにも十分に相談をして、対応したらいいんじゃな

いのっていうようなことも言いましたので、ぜひともそういったような対応をしていただきたい

なというふうに思います。

副町長、どうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。先ほど企画政策課長が御答弁いたしましたけれ

ども、そのプロジェクトチームで会議をして、意見交換等もしておりますが、その会議には私も

出席をさせていただいております。その辺の状況なりも踏まえて、当然、必要があれば県のほう

とも話をしながら、うまく連携していけるようにっていうことで考えております。以上でござい

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。ぜひとも、そういったＪＯＣＡにとっ

て少し弱みのところをしっかりとフォローしていただいて、それが連携でもあるというふうに思

いますので、ぜひとも御協力をお願いしたいなというふうに思います。

それと、施設なんですけれど、あしたからの委員会のときには、ある程度図面も提出しますと

いうことで、課長のほうからも説明があってるんですけれど、大まかにどういったような内容、

どういったような施設として整備をされていく２定なのか、その点についてわかれば、教えてい

ただきたいなというふうに思います。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。平成３２年度の補助事業の中で、設計のほ
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うもＪＯＣＡのほう出しております。それが、３２年度の成果品として上がってきておりまして、

大体、施設の規模としては、延べ大で２ ２２２平米でございます。機能のそれぞれの、どうい

ったものが配置されるかというところでは、障がい福祉サービス、それから高齢者福祉サービス、

子ども・子育て支援、その他、温泉、それからレストラン、それから健康増進機能を含んだよう

な部分の機能配置ということで、図面のほうではいただいております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。先ほど大体のところは聞いたんですけれ

ど、やはり一番、若干心配するのは、今現在もあるそういった健康増進施設ですか、そういった

ところと内容がダブってしまったとき、そういったときの対応ですね。その辺が非常に心配して

いるところでもありますので、やはりそういったとこの面を十分に話し合いをもしながら、共生

する部分は、それは仕方がないかもしれませんが、そういったところで取り合いになったりとか、

そういったことがないような。これはお客さんが決めることですので、利用者が決めることです

ので、どうしようもないかもしれませんが、その辺の対応について十分な考えを持っていただき

たいと思うんですが、それについては、課長、どうでしょう。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。近隣の施設と重複するような機能がという

ところでございますが、ここら辺は、まだ中身の度体的な、どういった器度だとか、そういった

ものを取りそろえていって、どういった客層をターゲットにというところの度体的な話というの

を、また近隣の類似施設の方々と話をしながら、お客の差別化、それから料金の差別化などを度

体的に決めていきたいというぐあいに思いますので、よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。そういった面でいけば、常にやっぱり

話をしながらやっていく、お互いが理解をしながら進めていく、それが一番大切なことではない

かなというふうに思ってますので、ぜひともそういった時間を惜しまずに対応していただければ

なというふうに思います。

私たちも、去年でしたか、行善寺に行政調査で行ってきて、これも前の一般質問でも話をした

んですけど、やはりもう一回話をしとけば、非常に地元の人たちも、それから子供から大人まで、

そして、子育て世代の家族の方、僕らが研修を受けてる間も、洗面器を持って歩いて、入られる

姿を見ました。そして、食堂で夕食を食べたときもそういったような形で、障がいのある方も含

めて、非常にこう、一緒になって屋根の下で生活しておられたということが非常に印象に残って
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います。やはりそういった姿になれば、南部町の人と人との触れ合いとかそういったもの、先ほ

ど町長の答弁にもあった共生社会ということでは非常に期待が持てると思っておりますが、町長、

どうでしょう。もう一度その点について、町民のメリットということをしっかりと訴えていただ

きたいんですが。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。法勝寺地区にできるんですけれども、温泉として、

町民の多くの皆さんにも利用していただきたいとも思っています。しかし、観光用の温泉という

ことではありませんので、先ほど議員おっしゃったように、地域の皆さんが利用できる、そうい

う活力を維持するための資源として有効に使う、そんな施設になればと思っています。行善寺だ

とかの、これまでの実万等も含めて、法勝寺地域がかなり元気がなくなってきてるということも

あります。そういう地域に一つの刺激を与えて、人の往来がまたよみがえってくる、そういうこ

とをまた計画するためにも、行政とこのＪＯＣＡが信頼関係をもとにしっかりとチームワークを

組んで、施設をまず建設へ向かうということが大事だろうと思っています。私も期待しています

し、町民の皆さんにもぜひ期待していただきたいと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。本当に、私も町といいますか、町民の

方から聞くのは、本当に期待が多くて、今の法勝寺地区が本当にもうちょっとにぎやかになって、

ある程度人の往来があるような、集落の中に、法勝寺地区になればいいなって思ってる法勝寺住

民の方々多いこと、そのためには町内、そして町外からもたくさんの方に来ていただけるような、

そういう魅力のある施設づくり、そしてその中で福祉があわせて並行して行われるような施設、

そういったことが望まれるんですけど、一つ、私不安があって、その施設に入るための動線、要

は道ですね。前の法勝寺高校入り２の正面って非常に道が狭くて、普通車が通れるくらい。それ

から、鉄塔を建てるときには、中学校側のほうから大型が鉄塔を乗せて入ってくるとき、それか

ら、この間持って出るときも、私たまたま、大きなトラック、１２トンぐらいのトラックが出て

いくのを見たんですけれど、そういった動線にかかわる整備ということは、町としての支援、連

携として、計画はないんもんなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。施設に入るための動線の機能を、町として

の計画はということでございます。ＪＯＣＡさんのこの施設を建設して、どんな方々に来てほし

いかというところは、まずは町のにぎわいというところで、地元の方々がかわいがって使っても
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らえるという施設を目指しておられます。その中で話をするのでは、道を大きくしたりして、外

からいろんな人がわさわさ来るようなことは考えていないと。現状の町並みを生かした中で、地

元の人にかわいがっていただき、もし興味があって外から来れるような方があれば、行政のほう

として、公共施設等の駐車場を御案内するなどして、歩いて法勝寺の町並みを見てもらって、施

設まで来ていただきたいというぐあいに伺っているのが現状でございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。

行善寺に行ったとき、確かに皆さん歩いてきておられて、その周りは住宅地というか、宅地が

たくさんあって、結構な多分人２があるんだろうと思って、僕らはバスで施設を前に入ったんで

すけれど、そのような感覚を受けました。今、そこと違うところは、悪いですけど、法勝寺は過

去のにぎやかさに比べれば本当に寂しくなり、また、寂しいということは人２も減ってるんだろ

うというふうに思います。その人２に対する施設の維持管理も含めて、本当にＪＯＣＡの言って

いるそれだけの体制でやっていけるというふうに思っておられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。現在は、全体計画の中で、あらゆる機能で、

図面ができ上がっております。今、ＪＯＣＡのほうとしても２算規模等を考えながら、どういっ

た形での運営をしていくというところは、非常に内部で検討されているところだというぐあいに

伺っております。担当課としては、もちろん、もともとの計画に沿った中で、全ての機能を着工

していただいて、もう全世代、全員参加の共生社会、特にごちゃまぜというところで、きちんと

生涯活躍の推進の事業を進めていきたいというぐあいには思っているとこでございますが、何分、

ＪＯＣＡさんのほうも、全国で進めている、そういった流れの中で、南部町というところをどれ

くらいの優先順位で、どういった形でというところが出てくると思います。そこら辺は、町との

連携を一層強めながら、なるべく全ての施設が整備していただけるようにお願いをしていきたい

というぐあいに思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。そういった現状がＪＯＣＡとしてある。

その辺も把握をしたということであれば、やはりその辺の進捗していく中で、いろいろな対応を

町としても連携を図ってほしいなと思います。

そこで、私、この法勝寺高校跡地のことばかりではなくて、今、ＪＯＣＡ、１年来て、３年で

したっけ。これだけの南部町のいろんな施設の対応しながらやってもらってること、非常に少な
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い現実だと思うし、感謝をしているという町長の答弁があったわけなんですけれど、今の受けて

いますそれぞれの担当課の課長さん方に、ちょっと聞いてみたいなというふうに思います。

まずは、産業課のほうでは、めぐみの里、それから野の花ということで、２つの指定管理によ

って、ＪＯＣＡのほうが運営をしていると思います。それぞれ年度では報告が来ると、決算報告

といいますか、現状報告が来ると思うんですけれど、そういった点について、どのように課とし

て捉えているのか。また、連携的にはどのような協力体制を含めたものを考えているのか、その

辺について答弁いただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。産業課では、野の花とめぐみのほうを、平成３２年

４月から指定管理としてしてもらっております。

野の花につきましては、やはりＪＯＣＡさんもああいう収益を得る施設というのは、初めての

指定管理ということを承っておりました。１年目なんですけれど、あそこの施設、花回廊のお客

さんに左右されるというところも大変影響が多いとこでございます。食事のほうにつきましては、

特色のある食事ということを提供してもらってまして、そちらのほうでは頑張ってもらってまし

たが、特産品、特に野菜、そういったところの連携が１年目は若干うまいぐあいにできなかった

ということが、反省点としては上げられておりました。ただ、今年度は、一緒に直売所の視察等

にも出かけられまして連携を強められておられますんで、これからに期待をしているところでご

ざいます。

めぐみの里につきましてもですが、町長答弁でもありましたように、めぐみの豆腐のほうです

ね、作製で、給食として提供されております。今後も、こちらのほうを強化をされるとともに、

あそこの前へありました直売所の施設も独自で再利用ということも考えられております。今後は、

施設の利用ＰＲのほうが、一般の利用者の方ですね、こちらの方の利用のほうのＰＲがまだ不足

をしているかなというぐあいに思いますので、町のほうとしても一緒になってＰＲもしていきた

いというぐあいに思っております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。

やはり、今、今回はＪＯＣＡとの連携事業ということで、地方創生絡みでしとるんですけど、

受けているＪＯＣＡも非常に不安を持ちながら、今の野の花やめぐみの里も対応しているという

ふうに思っています。この生産者との、野菜との関係なんかも最近少しずつ動き始めているとい

うふうに聞いていますし、それから直売所のほう、めぐみの里でも野菜を出してくれということ
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で、販売協議会のほうでも対応を進めているところなんですけれど、やはりそういった中に、一

つ町も絡んでいただく。視察には、町も一緒に、職員の方も行っていただいて、現状も、ほかの

ところ見てもらったりしました。そういった一つ一つの連携というものが、委託を受けている者

にとっては非常に安心感といいますか、につながるというふうに思っております。

やはり、いつも言うんですけれど、何かのつながりがあるところには定期的な会合、協議会を

設立したりして対応してほしいなというふうに思ってるんですけど、課長としてはこの辺をもう

一歩進める何か、対策的なことを考えておられないでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。今現在、これ以上一歩先に進んだというところは正

直まだないんですが、議員さん言われますように、定期的に状況を伺いながら進めていきたいと

いうぐあいに考えております。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。

けさも、実はローソンで、行く前の買い物にちょっと寄ったときに、たばこを買いに行ったと

きに、私の知ってる子が今のＪＯＣＡの関係でいまして、出会って、きょうは野の花って言った

ら、いや、きょうはめぐみの里で豆腐づくりですって言って、オートバイで向かっていきました。

やっぱそういう会話ができる、それまではずっと家にこもってたんですけれど、そういった会話

が外でできるようになったということは非常にすごいなというふうに私感じています。野の花に

行ってもその子に出会って、非常に明るくなって、かき氷をつくったりしていました。そういっ

たところをしっかりと町の職員も見ていただいて、対応をしていただく。それから、やはり、ま

ず課長が２先して、月に１回でもいいから出向いていって、今の店長と様子の話をしたりとか、

そういったコミュニケーションというものが非常に大切だろうというふうに思っています。ぜひ

とも対応方をよろしくお願いしたいと思います。

それとあわせて、今度は子育て支援課長です。今、そこで、ひまわり学級、町長の答弁では、

休み期間中だったものが毎日できるようになって非常によくなったというふうに答弁されたんで

すけれど、その辺の対応について、まずは伺ってみたいなというふうに思います。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。学童保育のほうは、ひまわり

学級を２つのクラスに分けるという形で運営をしています。プラザ西伯のほうと児童館で、ＪＯ

ＣＡさんにお願いをしている部分の２クラスになっています。ひまわり学級の児童４２人中、１

－２８－



２人を児童館のほうでＪＯＣＡさんに見ていただいております。

内容については、町長答弁のほうにございましたとおり、ＪＯＣＡの強みを生かした特色を出

そうという努力もしておられますし、実際に、特色を出してやっていただいていると思っていま

す。また、児童館の職員や子育て支援課の担当職員と連携を密にしながら、困ったことがあれば

すぐ相談に来ていただくというような形で運営をしていただいております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。

最後の一言がちょっと私は気になります。来ていただくのではなくて、出ていってください。

自分たちからどうですかって聞く、そういったことが実は大切だろう。何も言ってこなかったら

ば何もないんだのではなくて、聞きに行くことによってコミュニケーションが生まれ、向こうも

言えなかったことも言ったりしてくれることもあると思うので、やはり何もないからいいのでは

なくて、出向いていって様子を聞く。そういったことが大切じゃないかなと思いますけど、どう

なんでしょう。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 担当者のほうは児童館や学童のほうにしょっちゅう出かけい

るんですけれども、ちょっと私のほうが出かけることが少ないもので、そういった表現になって

しまいました。私のほうも、児童館などに足を運んで、学童の様子も確認させてもらいたいと思

っています。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 課長は別に、そんなにしょっちゅう行かなくていいんですよ。た

だ、それは、多分報告を受けていますよね、こんなんでしたって。報告を受けて対応さえしても

らえば、それでいいだろうと思いますので、ここで答弁されることは自分のことだけではなくて、

課の全体のことを答弁してもらうと、もっと僕らもわかりやすいなと、そういった再質問を強要

する必要はなかっただろうと思いますので、よろしくお願いします。

それで、あと、町長への今後のＪＯＣＡへの期待ということがある。今度は福祉施設として対

応していくわけなんですけど、担当課である健康福祉課長にちょっと、何ていいますか、今の持

っているスタンスというか、それから今後ＪＯＣＡとの連携、期待をどんなふうに考えているの

か、教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 健康福祉課長、糸田由起君。

○健康福祉課長（糸田 由起君） 健康福祉課長です。ＪＯＣＡさんの活動ですね、今後、施設が
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まだこれからということなんですけども、やはり町内にまだ不足している高齢者に対する施設と

かサービスもございますので、そのあたり、十分意見交換させていただきながら、できるだけニ

ーズに応えていただけるように、健康福祉課としても支援をしていきたいと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。

私、本当言いたかったのは、今のＪＯＣＡ連携事業、つくるまでが連携ではなく、つくるまで

の協力するのは企画かもしれません。その後の業務、それに対しては、今度は担当課というもの

が連携を深めていかなければいけないというふうに思っています。めぐみの里、野の花、そして、

放課後児童クラブ、ひまわりについてもやはり同じことだと思いますので、ぜひともしっかりと

連携を持って、一体となって南部町が活性化していくような、地方創生につながるような、そう

いったところをぜひとも対応していっていただきたいと。これが言いたかったんですけれど、よ

ろしくお願いしたいというふうに思います。

次に、ふれあいバスの運行についてです。先ほど答弁の中で、利用人数、それから売り上げ等

々は聞きました。月別を見ると、私、実は協議会に行って、協議会と企画との協議の資料を少し

見せてもらいました。月別で見ていくと、月に本当にどんどん、どんどんではないんですが、減

っていってるというのが現状なんですが、その点について、課長として、どういうふうに捉えて

いますか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。現状の乗車人数が度々に減っているが、ど

ういうぐあいに見ているかということでございます。９月でございますが、もうこの今月いっぱ

いでようやく１年を迎えるというような状況でございますが、出だしのころは７２２人台という

ことで、本当に度々にではありますが、減少傾向というものになっております。もちろん、役場

からの啓発だとか、そういったところが若干足らない部分もあるんですけども、減りはしており

ますけども、もともとの計画の人数という割り出し方で、若干見込みが多かったというところも

ありますが、県の担当課長とも話をする中では、さほどに乗車２としてはすごく悪いというわけ

ではないというぐあいに伺っております。

ですので、今後も南さいはくの方々からいただいた意見などを速やかに対応できるものはして

いきたいというぐあいに考えておりますし、一方で、運行委託事業者の方々にプラス、プラスの

要求ばかりではなかなか回らない部分がありますので、効２的にここはもうちょっと削減できた

りだとか、少し効２的にやれるじゃないかというところも、役場サイドからも御提案させてもら
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いながら協議を進めて、よりよいものにしたいというぐあいに思っております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございます。

確かに、１２月当初から１２月までぐらいは７２２人ベースで来ておりました。これは、利用

券なんかも発行してもらったりとか、皆さんやはり興味があって、集落のいきいきサロンで乗っ

てみるとか、そういったこともたくさん聞いていますので、人数が多いなということ。

ただ一つ言えるのは、２月が１月に比べ、これは冬休みがある関係もあると思うんですけど、

６２２人から６６２にふえている。ことしは雪が少なくて、交通の便もそんなに不便ではなかっ

たと思うんですけど、冬場の利用が多くなっている。そういった点の対応については、企画の中

ではどういうふうに考えておられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。通学対策とあわせて、冬場の対応を一番考

えているところでございます。昨年は確かに雪が少ないということで、少ないなりにも利用して

いただく方おられるんですが、雪が降った場合は、利用される人数の増加というものが考えられ

ます。１４人乗りのバスを現在運行しておりますが、２２状況によっては、朝一便は補助で登録

している車も出さなければならないような形になるのではないかというぐあいに考えております。

現在のところは、そういった２備車対応というところまでしかできないんですけども、今後の運

行の状況、それから利用者数の２２にあわせて、また、新たな方策があれば随時提案をしていき

たいというぐあいに思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。デマンドのことばっかり言ってもいけ

ないんですけど、冬のタイヤをという中で、イエローバス、生活循環バスですね、がありますけ

ど、これ、冬場は入らないような場所とか、そういったものっていうのはあるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。冬場は建設課のほうとの連携で、非常に速

やかな対応でバス路線をかいていただいておりますので、雪が降ったので黄色いバスが上がれな

いというところはございません。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 荻名とか、そういったところも全部回ってるんですね。冬はもう、

ここは通らないとかっていうようなところはない。
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○企画政策課長（田村 誠君） 休憩お願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 休憩します。

午前１１時０７分休憩

午前１１時０８分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。冬季運休が２路線ございます。荻名線と上

野線については、１２月の１６日から３月１５日までが冬季運休ということになっております。

以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） やっぱり、南さいはくの運行を見ても、冬場になると利用者が多

い。多分、これは子供たちもあるでしょう、また高齢者の方も、ふだんだったら自分で軽トラと

かで出るけど、冬場になるとやっぱ怖いからバスに乗ろうという方も多くて、この結果が出てい

るんだというふうに思ってるんですけれど、そういったところの対応として、今、南さいはくが

やってるデマンド、あのイエローバスでは上がれませんよね、確かに冬場は。怖いと思います、

道幅も狭くて、Ｕターンもしにくいことも含めれば。

ここでちょっとイエローバス対策についてなんですけれど、朝、夕方の通学バスというものは

確保しながら、日中はそういった、今、南さいはくがやってるデマンド化というのも必要になっ

てきて、そして、あわせて冬も対応ができるような小型化をしていくっていう方策を私は提案し

てみたいんですけど、どうなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。３２年度の運行委託検討事業というものの

中で、黄色いバスのほうの見直しも今現在進めているところでございます。その中で、議員がお

っしゃられたような内容のものも、コンサルのほうから上がっております。そこで、度体的にど

ういった路線でどうなのかという検証を今行っておりますので、御意見として受けとめさせてい

ただきます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。

やはり、いつまでも同じ形態だと経費もかさむばかりだというふうに思うので、やはり特に長
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く運営しているイエローバスについては、ぼちぼちそういった形への何らかの検討で、経費を節

２することは難しいかもしれませんけど、ある程度抑えることができる運営方法というのも必要

ではないかなと思いますし、さっきから言ってる交通不便対策のためには、やはり町とすればし

っかりと２算をつけて、それを対応していく必要性もあるというふうに思ってますので、対応の

ほうをよろしくお願いします。

もう一度、デマンドバスのほうに返らせてもらって、この間、南さいはく協議会と、それから

町の担当の方含めて１年間の検証というものがある中で、何点か問題があります。これは、運転

される方の電話の対応や、それから交通ルール、そういった細かいことまで出ておりました。そ

の点について、課長としてはどういうふうに捉え、改善策は何か持ってますか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。８月の２１日に南さいはくの方々との意見

交換がございまして、議員がおっしゃられた内容については、全て、課長としては把握している

ところです。特に、委託の運行事業者の方々とのやりとりだとか、運行してお客様がどう感じた

かというところは、素直にこういった御意見ありましたよというところで、役場として、町営バ

スございますので、運行事業者のほうにきちんとお伝えして、改善できるところはしていただき

たいと思いますし、また、研修であるとか指導であるとかというところも、随時話をしながら、

こういったものやりたいんだけどって言われたら、そこら辺が協力できるような体制をつくって

いきたいというぐあいに思っております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） 私もこの質問に当たっては、事業者の方、それから実際に運行し

ている方とも話をしてきました。特に、運行している方々の意見は非常に参考に私もなったとこ

ろがあります。

例えば、電話対応については、自分たちがオペレーターとして帰ったときに対応している、８

時からの受け付けだけど帰ってくると８時１５分になってる。その１５分間に入った留守番電話

をもう一回かけてから、それから出向いていくんです。なかなか親切な対応ができないというふ

うに思ってますけど、十分頑張って気を使ってますと。また、バスの運行については、今のバス

の時刻表が結構切迫してて、入蔵から柏尾に行くまでに数分しかないのに、子供たちが乗って、

そこに、次のところに行くまでに、ある程度スピードを出しながら、安全運転を第一にスピード

を出しながら行かないと間に合わない。最終的には、米子に出る日ノ丸バスに連結をしなくちゃ

いけない。僕たちにはその責任があるから若干そういうふうに思われても仕方がないかなと思い
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ますけど、じゃあ、どれを優先するんですかというふうに、また聞かれました。それだけ、実際、

運行している人は、いろいろ悩みながら努力をしているわけです。

いろいろと協議をしてるって言いますけど、私はまだ協議が足りない、そういうふうに思って

ますけど、どうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 議員がおっしゃられる内容は非常によくわかります。確かに、

まだ協議が足らない部分が多々あるというぐあいに反省もしておりますし、私自身が緑のバスに

乗ってどういったぐあいかなというのも、私もまだ乗っておりません。そこら辺も含めて、きち

んと対応していきたいというぐあいに思いますけども、いずれにしても、安全第一というところ

に触れてはなりませんので、そういったダイヤが本当に厳しいというところを、それに間に合わ

せないけないからスピードを出すだとか、そういったことにはならないように、とにかく安全第

一で、命にかかわるような危険なことがないように、担当課としてもきちんと確認をしてまいり

たいというぐあいに思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君、時間が来ましたので、よろしくお願いいたします。

○議員（８番 板井 隆君） まとめさせてもらいます。そういったところは、時刻表を変えれ

ば、ある程度対応ができるんだと思います。もうできて１年です。来年の４月に対応するかもし

れませんけれど。その辺をやはり早くに対応する、早くに話をする、あったことは向こうに伝え

る、向こうの意見も聞く、そういったことが大事だと思います。

副町長、どうですか。よくデマンドを利用しておられると思うんですけど、利用していて何か

感想があれば。

○議長（秦 伊知郎君） 副町長、松田繁君。

○副町長（松田 繁君） 副町長でございます。いろいろ課題が確かにあろうかと思いますが、

私もよく利用させていただきますけれども、本当に今までバス停まで遠かった集落にもバスが来

てくれるということで、本当に短い時間でバス停までということで、特に高齢の方とか歩くのが

大変な方にとっては、かなり便利になったんじゃないかなと思っておりますし、それから、前の

日ノ丸バスのころではお見かけしなかったような方でも、今、デマンドバスに乗られる姿を見た

りとかいうこともありますので、そういう意味でやっぱり、住民の皆さんの移動手段を確保する

っていうことは重要なことだと思っております。

ただ、おっしゃるように、もう今できて１年なりますので、やっぱり見直すべき部分は見直し

ていかないといけないと思いますんで、その辺が確かに１年じゃ何も変わってない、ちょっとよ
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くないところをもっと早く変えれるじゃないかというような御意見もあろうかと思いますので、

その辺はやっぱり迅速に対応しなきゃいけないと思いますので、私のほうからも担当課ともよく

話をしながら、改善すべき点は改善するように努めていきたいというふうに思います。以上でご

ざいます。

○議長（秦 伊知郎君） 板井隆君。

○議員（８番 板井 隆君） ありがとうございました。

私、今回の質問の中で、結局、ＪＯＣＡの連携、それからこのバスのことについても、何が一

番言いたかったかというと、指定管理や委託に出して、それで終わりではいけないと。そのため

には、やはり課長が先頭に立って、そういったところの、実際に事業している皆さんのところに

出向いていったり電話をしたりしてでも、やはり現状をしっかりとつかむ、話を聞く、それに対

しての対応できることは対応していく。そういったようなことが大切なんだろうというふうに思

います。町の職員としての町民への幸せや生活の改善を図るならば、やはりそういった場所の方

々としっかり連携をとっていく、出して終わりではない。出して、１年間の検証、また、１カ月

の検証もしっかりとしていく。そういった姿勢を執行部としてもとっていただきたい。そういっ

たことを最後にお願いして、私の質問にさせていただきます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 答弁、よろしいですか。

○議員（８番 板井 隆君） いいです。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、８番、板井隆君の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ここで、ちょっと早いようですが、お昼休憩に入りたいというふうに思

います。

休憩へ入る前に、一言お願いを申し上げます。

町長のほうから、本日の午後、明日一日、松田副町長が公務のために出張するということで、

欠席させてほしいという旨のお願いがございましたので、議長として許可をしておりますので、

よろしくお願いいたします。

それでは、休憩とりたいと思います。再開は午後１時、１３時にしますので、よろしくお願い

いたします。

午前１１時１９分休憩

午後 １時００分再開
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○議長（秦 伊知郎君） 再開をいたします。

午前中に引き続き、町政に対する一般質問を行います。

２番、荊尾芳之君の質問を許します。

２番、荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ２番、荊尾芳之です。議長からお許しをいただきましたので、町

政に対する一般質問をさせていただきます。

私が今回取り上げます質問事項は、下水道事業と、公共施設や観光資源の管理についての２点

です。

まず、最初に、先回の６月議会でお聞きしましたが、下水道事業の維持管理の上で、汚泥処理

の問題についての質問です。下水道事業を行う上で、汚泥処理の費用は必ず必要な経費です。南

部町は汚泥をコンポストにする方法をとってきましたが、施設の老朽化や臭気の問題で、コンポ

スト施設、みのりの郷という施設名ですが、汚泥の受け入れを中止して、コンポストはつくらな

い方向で検討している。そして、７月から８月にかけて１村２町の下水道協議会で決定する方向

だということで、先回、町長からの答弁をいただいております。最終的な下水道協議会の今後の

方針と決定事項についてお尋ねします。また、南部町として、今後の下水道事業を行く行くは公

営企業ということもありますので、健全な下水道の事業経営のためにはどうすればよいのか、ど

ういう方針で進めていくのか、議論を進めていきたいと思います。そういう視点から幾つかの項

目を上げさせていただきます。

１つ、１村２町の下水道協議会は、今後の活動はどうするのか。協議会として汚泥処理の分野

での事業を継続していくのか。つまりは、移動式脱水車や共同汚泥処理を今後も続けていくのか

ということです。

２つ目、コンポスト施設は下水道協議会でどうすることに決まったのかを伺います。休止、廃

止となった場合、運営を委託している業者、鳥取広域事業者ですが、ここの社員の処遇について

は何か協議がしてあるのでしょうか。以前の答弁では、今年度の初めにコンポスト施設を休止す

るかもしれないということを委託業者に伝えているということでしたが、その後はどうでしょう

か。そして、今後の汚泥処理は協議会として同一の方向性を出してやるのか、また、コンポスト

施設の建物や土地は今後の利用はどうするのか伺います。

３点目、協議会として移動式脱水車による事業はどうしていくのか。現在、２台目となる移動

式脱水車も経年により老朽化しているようです。今後の方向について伺います。

４点目、南部町の汚泥処理について、旧会見と旧西伯の汚泥の処理方法が違います。コンポス
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ト化をやめるのであれば、旧２町の汚泥の処理方法を同一にしてはどうでしょうか。移動式脱水

車で全ての処理場を回ることはできないでしょうか。

５番目、鳥取県西部の町村の状況から、下水道汚泥処理の広域化、共同化を検討すべきではな

いでしょうか。既に県のほうでも動いているようですが、下水道事業の経営の安定化を検討した

場合、西部の町村とも同様の条件だと考えます。今後進めていく上で、町長のお考えをお聞きし

ます。

下水道事業は、使用料も含めて住民の生活に直結しています。かなりの金額の一般会計からの

繰入金をもって特別会計の事業を経営しています。公共下水道、農業集落排水、浄化槽、ともに

同じです。コストの削減を図り、効２のよい経営を行う必要があります。

次に、２つ目として、公共施設や観光資源の管理について伺います。

公共施設の存続か廃止か、存続ならば維持管理の費用や方法はどうするのか、どのようにして

決めるのか、判断するのか。町長は、以前から公共施設のあり方を検討するための専門の委員会

を組織すると言ってこられました。度体的な方針はありますか、伺います。また、管理されてな

い施設や観光資源としての施設が見受けられます。草ぼうぼうの観光地に行ってみたいとは思い

ませんよね。町としてどう管理をしていくのか伺います。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。御答弁をよろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） それでは、荊尾議員の御質問にお答えいたします。

２項目いただきましたので、まず、下水道事業についてお答えしてまいります。１村２町の下

水道協議会の今後の活動について、それから、２点目の今後のコンポスト施設の運営をどうする

のかとの質問に、あわせてお答えしてまいります。

８月５日に開催された協議会総会において、引き続きコンポスト施設を運営するための臭気対

策などの維持経費を考慮した場合、民間事業所で汚泥を処分したほうが経費は抑えられることか

ら、年内をもって休止する方針で確認をしたところでございます。国庫補助金を活用して整備し

た施設であるため、財産処分のこともあり、今後の施設の有効活用については協議会での検討を

行うこととしています。また、この方針は施設の維持管理委託業者にもお伝えしております。今

後もこの協議会において効２的な汚泥処理について協議、検討をし、実施につなげていきたいと

考えてるところです。

次に、３点目の移動脱水車についての質問にお答えします。下水道協議会共同で購入し運営し

ています汚泥の移動式脱水車も２台目で、１３年を経過し、老朽化してまいりました。１台目も
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１４年経過し更新していることから、協議会の事業計画の中で移動式脱水車の更新について検討

してまいります。

４点目の汚泥の処理方法についての質問にお答えいたします。合併前の西伯地区については、

日吉津村、旧西伯町、旧大山町で下水道協議会を立ち上げ、移動式脱水車により汚泥脱水し、コ

ンポスト化を行ってまいりました。会見地区の汚泥処理については、処理場よりバキューム車で

汚泥を抜き取り運搬し、白浜浄化場で処分しています。現在ある移動式脱水車１台では、下水道

協議会構成員の日吉津村、南部町、大山町、全てを処理することは能力的不可能でございます。

このことから、下水道協議会において、脱水車の更新、増車について、未実施処理場への脱水車

進入が可能かどうか、また汚泥脱水を行うための処理場の改造費を算出し、コスト比較を行うな

どの検討をしてまいります。

次に、５点目の広域化、共同化についての質問にお答えします。６月議会でもお答えしました

が、県主導で上下水道広域化・共同化検討会が開催され、協議、検討を行っているところでござ

います。西部管内では、日野町、江府町、日南町が三町衛生施設組合において汚泥再生センター

を整備し、汚泥の助燃剤化及びリン回収などの資源化に取り組んでおられます。今後も下水道協

議会において、広域化も視野に入れ、効２的な汚泥処理の検討を行ってまいります。

２点目に、公共施設や観光資源の管理についてお答えしてまいります。

まず最初に、対象となる施設のピックアップから度体的にどのように専門の委員会を構成し、

今後対応するのかということについての御質問でございます。人２減少と町の財政状況は連動し

ますので、公共施設を現状のまま維持していくことは困難を伴います。施設の老朽化が進み、維

持、更新費用がふえることが見込まれる中、住民の生活に直結する公共施設に優先的に投資する

必要があります。本町では、平成２９年３月に南部町公共施設等総合管理計画を策定しており、

今後４２年間に必要となる施設の維持管理費用は２２８９億万となります。年間に換算しますと

年間⒎２億万と試算しています。このことは人２減少の中で財政上も大きな負担となりますので、

今後残していく必要がある施設、目的が既に終わっていたり活用されていない施設については、

用途の変更や廃止に向けて検討を行う２定でございます。度体には、施設の老朽化の状況や、今

後、施設を安全に運営していくために必要な費用、類似の施設の状況や地域間のバランス、利用

の見込みと数と目的などを総合的に踏まえ、役場内部で整理を行った後、行財政運営審議会にお

いて御意見をいただき方向性を出していきたいと、このように考えているところでございます。

次に、管理されていない施設が放置されている状況が観光客にとって一番失望する、この対策

について伺うとの御質問をいただいております。全般的な考え方として、先ほど述べたように当
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初の目的は既に終わっていたり活用されていない施設については、用途変更、統合、廃止、譲渡

などの検討が必要であると思います。一方で、人２増加が期待できない時代において観光戦略は

地方創生の一つの大きなテーマになっており、いかに誘客を行うのかが大きな課題であります。

議員御指摘のとおり、観光対象となる施設をよりよく見せることが大切であるにもかかわらず、

施設等が手入れも行われず放置されている状況は観光客の満足度を低下させるものになっていま

す。

南部町では、観光資源等の魅力を維持するため、町の花でもある桜の保全に関する専門家の指

導による伐採、間引き、赤猪岩神社や天宮さんを初めとする史跡等の環境整備、母塚山、こもれ

び広場の管理などのほか、地域振興協議会や河畔クラブなどのボランティアによる協力も得て、

保全、維持に努めているところでございます。しかしながら、人２減少が進む中で、全ての観光

資源の維持管理には限界があるとも考えています。今後は、観光ニーズや観光政策と絡めつつ管

理対象を考えていきたいと、このように考えているところです。

以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君の再質問を許します。

荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 御答弁ありがとうございます。

まず最初に、下水道協議会という組織があって実際動いているわけですけれども、下水道協議

会、１村２町、日吉津村、それから大山町、旧西伯町だったんですが、その旧町でつくった協議

会、もともと平成４年、１１年ぐらいですかね、コンポストができたころからですが、その協議

会の持つ役割というものは、どうなんでしょうか、今も変わらず、そしてこれからも継続してい

く、もっと言えば、大山町だって３つの町が合併してます。南部町もそうです。そういう中での

下水道協議会のあり方というものについて、町長、どうお考えですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私は下水道に直接携わったことはありませんで、町

長になりまして、この下水道協議会で皆さんのお話を聞いてきたところです。一つには、議員の

皆様にも御理解いただきたいことは、公共下水が生まれたときに、その処分場がないということ

から、この協議会をつくって共同でやっていこうということが決まったと。荊尾議員はよく御存

じだろうと思っています。公共下水は産業廃棄物という種目になりますので、公共下水道をやっ

たときにそういう施設が、産業廃棄物を処分するところがなかった。ところが、それから２２年

の時間を経過して、民間企業の中で産業廃棄物を積極的に処分しようという企業が多数出てきた
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と。ここのあたりが、今回のコンポストの中で一つ、方向転換を余儀なくしたということだろう

と思っています。もちろんこの１村２町の下水道協議会、そればっかりをやってるわけじゃあり

ませんで、先ほど議員の御質問にもありましたように、いかに有効に合理的に下水道事業をやっ

ていくのかという勉強をしたり、そういうこともやっています。よく汚泥の減容化等についても、

この３つの自治体が競争するように、いい情報があれば共有して、トライアルして、その成果を

また共有するということもやってきております。大切な協議会だと思ってますので、これは今後

とも有効に使っていくという方向で、１村２町、同じ思いで共有してるものと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 町長、一つ確認なんですが、いわゆる下水道協議会、さっき言っ

た旧町でもともと組織されたものなんですけども、南部町も２町の合併、大山町も３町の合併と

いうことで、下水道協議会として、現状としてですよ、前の大山町のことだけ考えてるんじゃな

くて、中山も名和も含めた大山町、もちろん南部町もという、そういう考えでよろしいですか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。もともとは公共下水を中心にしながらやってきたこ

とですけれども、御存じのように日吉津村は公共下水と集落排水をくっつけてしまって、より合

理的にやってますし、聞くところによりますと、大山町は、今たくさんある処理場を、集排の処

理場を圧送をかけながら数を減らしていこうというようなこともしてるようでございます。公共

下水だけだったものを、集排も含めてお互いに勉強し合うと、そして成果を分かち合うというよ

うな組織にこれからもなっていくだろうと思いますので、この重要さは今後ますます重要になっ

てくるだろうと思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ありがとうございます。そういう、町長との意見が合ってるとい

うことで質疑を続けていきたいと思うんですけども、結果的に脱水したものをコンポスト施設に

運ぶっていう処理パターンで来てるわけですが、それはコンポスト施設をやめるということです

から、今としては、日野郡のようなわけにいきませんので、全てどこの町村も今、南部町と同じ

ように三光に運んでいくという、統一したやり方ということでいいですか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。処分先の三光につきましては、南部町と日

吉津村になります。大山町につきましては、三光のほかに宇部のほうに処分をしてるということ

になります。以上でございます。
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○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 課長、それは、宇部と三光と、大山町がでしょうけども、コスト

計算したときにそっちのメリットが高かったということ。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。処分先を三光にしたほうが安価になるとい

うことでございます。現在の最新の資料でいいますと、おおよそ７２２ご万程度の経済性が高く

なる、安くなるという試算をしております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ごめんなさい、よその町村のことまでとやかく言う気持ちは全く

ないんですが、大山町は宇部に運んでセメントにするという選択をしたわけでしょう、そのこと

と、うちや日吉津が三光にという、そういう意味でちょっと聞いたんだけど。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。大山町につきましては、コストのこともあ

りますけども、リスク分散ということもありまして、建設した、大山は非常に多い、集排だとか

公共下水とか施設がありまして、その都度、処分先をどうやら決めていた経過があるようでして、

聞くところによりますと。それで宇部と三光というぐあいになってるようでございます。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 両方。

○建設課長（田子 勝利君） はい、両方あるということです。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。じゃあ、三光と宇部と両方の処理をやってるとい

うことですね、わかりました。

ちょっと確認でございます。コンポスト施設、１２月末をもって休止という表現だったと思い

ます。休止と廃止の使い方について教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。まず、休止というのは、コンポスト、いわ

ゆるみのりの郷の機能、コンポスト化する、肥料化する機能を残したままの状態を休止というぐ

あいに考えております。また、廃止というのは機能を全部なくすということになりまして、いわ

ゆるどういうことかというと、中にある機器を全て持ち出すだとか、そういったことが廃止だと

いうぐあいに整理しております。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

－４１－



○議員（２番 荊尾 芳之君） それでは、１２月末をもって休止とする意味を教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） １２月末をもって休止ということなんですけども、国庫補助事業を

使って国庫補助金が投入された施設になりまして、そちらのほうのまた活用ということを引き続

き検討していくということで、機能を残したまま休止ということで引き続き検討していくという

ことにしております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 今の答弁を聞くと、また再稼働があるように聞こえるんですけれ

ども、基本的に、コンポストをつくる設備の補助金としての耐用年数と、それから建屋の補助金

の耐用年数というのを把握しておられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。耐用年数には機器と建屋のほうは違いがあ

りまして、機器につきましては、耐用年数につきましては過ぎてはおります。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 何年。

○建設課長（田子 勝利君） １７年だったように記憶しております、済みません。建物について

は２５年。建物の中でも基礎の部分につきましては鉄筋が入っておりますので、５２年というよ

うな耐用年数になっております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） そうすると、コンポストをつくる機器についてはもう耐用年数を

過ぎてるということですので、それは補助金の返還対象とはならないという考えでいいですか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。機器についてはならないという整理はして

おりますけども、最終的には県のほうに確認をして、建物全体のこともございますので、全体を

確認し、機器だけでいえば、ならないとは整理はしております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 県への確認はまだとれてないということですか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。県への確認の結果についてはとれてないと

いうことでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。
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○議員（２番 荊尾 芳之君） いや、とれてないというのは、聞いてないということなの、聞い

たけど回答がない。機械の補助金の返還対象は１７年という把握をしてるわけですから、今、建

設課長が言われたように、それは、機械は機械で処分してはだめだよ、一体としてやらんといけ

んというふうに回答をもらってることなのか、まだそういう質問をしていないのか、その辺を教

えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。県への正式な質問はまだしておりません。

事業団に委託して建設した施設ということもありまして、一応事業団のほうとは話はしまして、

ならないであろうということですので、機器についてはならないというぐあいに思っております

けれども、建屋含めての機能があることから、正式には県への協議を行うということにしており

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。今の建屋については、今後、有効利用を考えると

いう話がありますが、事業団との話もあるでしょうし、栗田工業のこともあると思いますが、有

効利用について何か言えることがありますか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。移動脱水車のほうが買いかえの時期に来て

おりまして、一つの案となりますけども、移動脱水車を入れておく車庫、あるいはその他の機器

類があると思いますので、そういったものを保管しておくというようなことでの活用、案の段階

ですけども、そういった案を持っております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） その案に賛成します。そういう使い方がいいと思います。

それで、今回の９月の補正２算にコンポスト施設の洗浄っていうのが２算がありますよね、ち

ょっとこれ、教えてもらっていいですか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。休止をしますので、一回、使っている施設

を掃除をして、いろいろなものがこびりついておりますので、そういったものをきれいに掃除を

して、一旦そこで休止をしておくという考え方での清掃費を計上しております。清掃費としては

そういったことを考えております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。
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○議員（２番 荊尾 芳之君） 私の意見ですけれども、もう再稼働はないのかなというふうに思

ってます。課長は休止だということですので、休止ということはまた動くことはあるのかなとい

う、そこははっきり言われませんけれども、きれいにして、建物、中の機械を取ってしまって車

庫にしてもいいし、左側にコンポストをたくさん入れておくための倉庫がありますよね。ここも

十分車庫になり得るかなと思うんですが、せっかくあの機械を洗浄してきれいにするんだったら、

栗田工業に相談して再利用をしてもらうことは考えられませんか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。議員のお考えのほうで、業者、栗田工業、

クリタスですけども、のほうに相談をかけてみたいというふうに思います。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 済みません、ありがとう。むちゃを言ってるとは思っておりませ

んけども、相談だけはしてみてやってください。

今、公共下水と農集という大きな事業ぐくりのために、合併しても西伯はコンポスト、それか

ら会見は白浜処理場というパターンがありました。今、このコンポスト施設をなくす、コンポス

トの処理方法をやめるというこのタイミングですので、会見の処理場の処理の仕方を、これもコ

スト計算が当然、どういうんですか、脱水車を入れて、脱水ケーキにするための貯留槽から引き

抜くポンプとか、いろんな経費があると思うんですが、そういうところを計算してみるというお

考えはありませんか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。その検討をするという２定といいますか、

でおります。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 私はぜひ進めていただきたいと思います。というのが、バキュー

ムカーで今、広域行政管理組合の白浜の処理場に運んでおります。ここの処理場も、どうですか、

ずっとじゃないですよ。考えがあるように何か聞いておられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。白浜の処理場につきましては今年度でやめ

て、米子の浄化センターのほうにというようなことは聞いております。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、岩田典弘君。

○町民生活課長（岩田 典弘君） 町民生活課長です。先ほど建設課長が来年度というような、白
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浜処理場のことを申し上げましたけども、現在、西部広域の浄化場あり方検討委員会で、去年か

らその浄化場の２カ所あるやつを１カ所にするというとか、いろいろ検討をしておるところであ

りまして、まだ副町長会議にも正副管理者会にも西部広域の議会のほうにも出してませんので、

先ほどの話はまだ出てないということを御了解いただきたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） そうですか、わかりました。ただ、バキュームカーの動きも、で

も、行く行くはですよね、そういう検討会が出てるということは、今さっき建設課長が言ったよ

うに、あわせていくというか、まだわからないけど、まだ不確定だということですよね、町民課

長。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。まだ決定事項ではありませんし、それから、１つをなくすと、

運搬距離だとか各市町村によって不利益も出てきますので、まだ最終決定の段階ではありません。

話をもとに戻しますと、今の汚水のままバキュームカーで運ぶということは非常に不合理ですの

で、私としては、ぜひとも脱水ケーキにするような手法をとりたいと思っています。しかし、先

ほど答弁したように、その施設にあの重たい機器が中に入っていけるかどうか、それから、それ

に関しても、引っ張り上げるための接続する部材とポンプとをセットするためにどのぐらいのコ

ストがかかるのか、そういうところを十分検討しながら、将来的にはそのほうがコスト的に安い

だろうと、こう思っています。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ありがとうございます。

やはりそういう方向で、今の移動脱水車は８トン車で結構大きなものなんですけど、先ほど言

われたように処理場に入るのかというとこも含めて、一つの考え方としては、あくまでも下水道

協議会という組織はあるんですが、それはそれでちゃんとあるんですが、町としての脱水車とい

う考えもあるのかなという気持ちを持ってます。

前回も言いましたけど、２９年の３月に南部町の下水道事業経営戦略という１２年計画が立て

られております。それで、それの中に会見地区浄化センターと会見第２地区浄化センターが、計

画によりますと、平成３１年から３３年が会見、それから、第２は平成３３年から平成３５年に

大規模改修というか、補助事業としてそういう処理場の改修をするよっていう計画があります。

この時期に絡めてやっぱりちょっとそういう検討をしていただいてはどうかなというふうに思い

ます。なおかつ、この経営戦略という一つの下水道事業の大きなもとの計画があるわけです。こ

－４５－



こでの、今の段階では当然コンポスト処理という方向がのっております。この経営戦略の変更と

か計画の見直しというようなことは考えておられますか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。汚泥の処理方法が変わりますので、そうい

った計画も見直していくという考えでおります。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） どういうスケジュールですか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。済みません、今年度には２定しておりませ

んので、度体的な検討は来年度以降という２定にしております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。２２年間ずっとコンポストというところで私も携

わった者として思いもありますけども、やはり老朽化とか、こういう問題が起きて、必ずそれし

かないということはないと思います。やはり新しい時代に合った汚泥処理の仕方というのを考え

て変更していく時期が今だと思います。１５年に合併して西伯の会見、もちろん公共と農集とい

うこともあると思いますが、経費の部分、今回の補正見てもそうですが、使用料というものを住

民は払うわけですから、そこが抑えられる安い汚泥の処理方法というのはやっぱり常に考えて、

経営の安定化、できるだけ一般会計からの繰入金を入れない方向というのを、もう少し先を見て、

ちょっとずつ先を見て、こうですというような議員との話にもしていただければうれしいかなと

思います。ぜひそういう格好で、とにかく私の思いですけども、西伯と会見の処理場の処理の仕

方を安い金額で統一してやっていただきたい。また、大山町がセメント化っていうことも考えて

いるように、１つのパターンだけではちょっと不安もあるので、やっぱりリスク分散というとこ

ろも視野に入れて下水道の汚泥処理ということも考えていただけたらと、ぜひお願いをしておき

ます。

次に、２つ目の質問ですけれども、今の公共施設のあり方について、済みません、ちょっと聞

き取れなくて、町長、公共施設のあり方の総合計画というか個別計画というのは、もう既にでき

てるんですか、教えてください。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。公共施設の総合管理計画っていうのを平成

２９年の３月に策定をしております。それに基づきまして、今後となりますけれども、各施設の
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個別施設計画というのが必要になってまいります。これを度体に計画してまいるのが今年度後半

の作業を見込んでいるところでございます。一応その個別管理計画には、維持修繕のお金は個別

管理のところで出てくるかと思いますし、今後どういった施設修繕が必要なのか、その施設を維

持する必要もあるのかというところで、並行して考えてまいりたいというふうに考えています。

以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 済みません、平成２９年の３月、２８年度ですね。そういう管理

計画があるというのはちょっとまだ、済みません、見たことがなくって、これから個別計画を立

てるということなんですが、その総合計画というのはどういうふうにしてつくられたものなんで

すか。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。これ実は、平成２５年の１１月に国のほう

からインフラの長寿命化基本計画というのが出されまして、それに基づいて各市町村、そこでの

施設の管理のあり方、これからの施設の維持管理費を含めたところの指針を２９年の３月につく

ったところでございます。それをもって３２年の計画でこの計画を策定しておりますので、先ほ

ど町長の答弁の中にありましたけれども、計画的には今後３２年の計画しておりますが、維持管

理に関する費用につきましては今後４２年で試算しております。そこでは、維持管理費の費用に

つきまして２２８９億万が今後必要になると。今現在の施設をそのまま維持管理することで２８

９億万が必要になりますよというような計画をしております。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ごめんなさい、それは総務課でつくったの。いわゆる学識経験者

とか、何か審議会があったりとか、委員会があったりとか、そういう格好でできたもの、その辺

はどうなんですか。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。この総合管理計画につきましては総務課が

音頭をとってつくったと、内部的に作成したものでございます。本来ですと、行財政運営審議会

ですとか、そういったところで御意見を賜りながらというふうに考えておりますけれども、実際

のところ、この２９年につくったものにつきましては総務課でつくらせていただいたというとこ

ろでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。
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○議員（２番 荊尾 芳之君） じゃあ、それはピックアップだったり、機械的にって言ったらお

かしいですけど、役場のほうがよくわかってやるべきものだと思うんですが、今、今度は個別の

計画をつくると言っておられますが、これはどういうふうにしてつくられる２定ですか。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。個別施設の計画でございますけれども、各

施設を所管している各課がございます。その中で、今後、各施設についてどういった修繕が必要

なのか、その費用を算出させていただいて、総合的に総務課のほうで取りまとめて一覧をつくっ

ていくことが必要だというふうに思っていますし、その一覧を見ながら並行してその施設が本当

に今後必要なのか、例えば、町長答弁はありましたけども、統廃合を含めてそういったところの

見直しをかけていく必要があろうと、それは並行して行う必要があるだろうというふうに考えて

います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） それを、審議会というか、今度はなかなか役場だけというわけに

ちょっとならんと思うんですが、審議会、いろんな人、施設であれば利用者の意見、それから納

税している住民の意見等を取り上げて、もちろん有識者とかあると思うんですが、そういう度体

的なところまではまだ決まってはないと思いますが、維持管理の修繕費ばっかりじゃなくって、

やっぱり存続か廃止かという部分も含めて、いろんな人、さっきも、重複しますけど、利用者だ

ったり、住民の皆さん、納税者、それから専門的な知識を持った人、それから担当課、もっとも

っとあるかもしれませんが、そういう広く意見を聞いてやるという、もっと加えて。総務課長。

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。言われるように費用ばかりのことではござ

いませんでして、それこそこれまでその施設をつくってきた背景でありますとか、経緯でありま

すとか、もっと言いますと、利用者の方々の御意見を賜りまして、最終的にはこちらでまとめま

すけれども、行財政運営審議会のほうで諮問をさせていただいて、御意見を賜って、どういった

方向になるのが妥当なのかといったところを総合的に検討をしてまいりたいというふうに考えて

います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。ぜひ、審議会の力も必要だと思いますが、済みま

せん、ちょっと度体的な例を言えば、去年、南部町の会見野球場、南部町総合グラウンド、野球

場ですね。御存じのようにカントリーパークと会見町民野球場とあります。今回、会見の南部町
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民野球場のナイター設備を廃止しました、ナイターはカントリーパークでやってくださいよとい

う。そういう野球場、町内に２つあるんですけど、それぞれに見合った活用の仕方というような

ところがあって、よかったと思うんですよ、そういうふうにちゃんと管理して、もうナイターは

カントリーパークっていうふうに決めていった。この決め方、教育委員会ですかね、所管は。ど

ういった、さっき総務課長が言われたことと教育委員会のほうでそういうふうに進めて、僕はう

まくなってると思うんですが、その辺についてちょっと教えていただけませんか。

○議長（秦 伊知郎君） 教育次長、安達嘉也君。

○教育次長（安達 嘉也君） 教育次長です。先ほど議員がおっしゃられたとおり、町民野球場で

ございますけど、こちらは、まず、照明設備の老朽化、そして何より野球場、夜間での利用が、

実万が少なかったということがありまして、こちらのほうは昨年度、高圧の電力から低圧へと変

更をしております。ナイターでの利用ということになりますとカントリーパークの野球場を御利

用いただくというところで、いわゆる利用の時間だとか目的に応じて２つの野球場を使っていた

だくということを教育委員会のほうで、事務局のほうで協議をさせていただいて検討した結果、

このように進めてまいりました。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） ありがとうございます。

非常に公共施設の数も多くて、タイミング、タイミングみたいなこともあって、勝手にやめる

とか、そういうことももちろんできませんので、大事な手続を踏んで進めていかないとできない

と思いますけども、やはりそこをタイムリーな行動、活動がいいのかなと思います。僕は、野球

場のことでこれはよかった例かなと思います。

ただ、逆に、済みません、度体的なことを言わないと執行部になかなか通じないと思いますの

で、度体的なことを言います。緑水湖のボートの件です。ずっと言っておりますけども、緑水園

の指定管理だったボートの桟橋からスワンのボートとかが指定管理でありました。いつの間にか

指定管理から外されて、桟橋は危険だからもう通れませんよ。ボートは今どこにあるかというと、

牛の入り２のところの砂浜といいますか、そこにちょっと、あれでいいのかなと思うんですが、

こういう、これはどうなるんでしょうかね。済みません、変な質問で。

以前、ボートとかの設備を、湯梨浜町だったかな、どっかに譲渡するとか、そういう話が一回

出たように思うんですが、それがまたとまって、今、実際まだそのままになっているという状況

なんですが、総務課長、これはその計画を立ててという話にまでにはちょっとならんと思うんで

すが、早急な対応も必要だと思うんですが、町長、どうでしょうか。
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○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。湯梨浜町の件もありましたけれども、そのときには

桟橋、浮き桟橋もいただけないかということもあって、この浮き桟橋を取ってしまうと、湖面と

一体的に使うというあの機能がもう全くなくなるわけです。地下のアンカーが外れて、水面下何

メートルのとこにあるアンカーも外れてるとかっていうことも聞きますので、これから修繕をか

けるのかどうかも公共施設の管理として検討していきたいと思っています。今のスワンボートに

ついても休止ということで、あれを何とか処分しろというのは今、鳥取県のほうからも言われて

います。大きな雨や風が吹いたときにダム湖のほうに流れ着いてしまったら危ないので、方向を

出してくれということも言われています。

こういう一つ一つの問題がたくさん出てきているわけです。これを全て同一に検討するわけに

なりませんけれども、今言われてるように、少しどうするのかなっていうような、いわゆる三角

の部分のものについて、主に検討を進めていかなくてはいけない時期に来たなと、このように思

っています。審議会等にかける準備を急ぐように総務課のほうに言っていますので、それを含め

て今後検討に入ろうというぐあいに思っています。また議会のほうにも検討経過や、それから結

果についても御報告したいと、このように思ってるとこです。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 本当、今の緑水湖のボートのことも、ほかの体育館とかのことと

一緒に時間を待って、同じ土俵で判断してていいのかなという、ちょっと不安があります。緊急

対策が必要ではないかなと思っております。イレギュラーと言ってはなんですが、あそこに橋の

辺から見たボートの格好というのはちょっと見づらいんですが、町長、少し早く対応してはどう

でしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長です。もとから言えば、これは緑水園のほうで指定管理ができない、

管理ができないということから、残念ながら運営を中止しています。ボートの、モーターボート

のことですね。モーターボートを……（「スワンボート」と呼ぶ者あり）いや、スワンボートも

そうなんですが、スワンボートを運営するためには、安全対策としてモーターボートは必需品で

す。桟橋もしっかり支えなくちゃいけない、それをトータルに考えて今後運営ができるのか、こ

れは財政的に、または今後、緑水園として運営してもらうのか、または緑水園が運営できなかっ

た場合に、ほかの機関があれを、委託業務または指定管理を受けてやっていただくようなことが

可能なのかどうか、そして、それを残すべきなのか残さないべきなのか、こういうところを議論
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をしなければ、軽々に、じゃあそれを修繕してやっていこうということにはならないわけでして、

それを急いで検討のテーブルにつけろというぐあいに指示したところでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） わかりました。ちょっとそれこそ試算する金額が怖いかなぐらい、

どうしたほうがいいのか、至急が必要だと思います。

もう一つ、ボート、次に、公園の管理についてお願いします。例えば集落内の公園、当然、各

集落が管理します。それから、指定管理の公園はもちろん指定管理先が管理します。新宮谷は県

立の公園ですかね。ここは老人クラブ連合会、シルバーかな、委託を受けて管理しておられます。

管理がはっきりしてるところはもちろんきちんと管理ができて、それなりのきれいに保たれてい

ると思うんですが、一つ、法勝寺の城山公園が、春は非常に桜、ぼんぼりがあってきれいな姿な

んですが、夏の今、行ってみますと、本当、登山入り２もわからない、春の姿からもう草ぼうぼ

うの状況になってます。それで忠霊塔のほうは、町民課が忠霊塔の周りは草刈りをしてるんです

けど、委託してね。上がっていく道、どっから上がるんかなと思って、今までどおりの道を上が

ろうとすると非常に大変なことになっています。城山公園の管理は、教育委員会ですか、企画政

策課ですか。

○議長（秦 伊知郎君） 企画監、本池彰君。

○企画監（本池 彰君） 企画監でございます。城山公園の整備状況につきましては、まず、桜

の木とか、てんぐ巣病の関係になった樹木の伐採等につきましては、河畔クラブがボランティア

の方にお願いしていたり、先ほど議員の方がおっしゃりました忠霊塔周辺につきましては、町民

生活課のほうで伐採を行っていただきます。あと、歩き道や道路周辺などについては、年に２回、

建設課のほうでこれも伐採をさせていただいております。ただ、草を伐採したところでも、いわ

ゆる、御存じのように不要な樹木がかなりあるもんでして、その不要な樹木っていうのを、うち

が音頭をとってこれを切りましょうっていうのがなかなかうまくいかない。というのも、こちら

のほうが町指定の文化財ということもありますんで、そういった不要の木の伐採というところに

なりますと、やっぱり教育委員会のほうになっていくというようなことになります。

○議長（秦 伊知郎君） 人権・社会教育課長、角田有希子君。

○人権・社会教育課長（角田有希子君） 人権・社会教育課長です。法勝寺城址の跡なんですけれ

ども、今、町の指定文化財になっております。先ほどの管理の部分というところなんですけれど

も、町有地であるため、先ほど企画監のほうでおっしゃったとおりに町の建設課のほうで管理を

していただいておりますが、文化財の保護というところに関しましては、文化財の指定になって
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いるからその管理ができないとか、活用ができないというところではありません。ただ、文化財

の保護というところもありますので、何かしら活用をされる場合には教育委員会に協議を上げて

いただきたいというところをお話しさせていただきたいと思います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。城址を公園として管理するかどうかっていうことだ

と思っています。現実に公園として管理はしてないというのが今の２算とその実態だと思ってい

ます。これは議員等も御存じのとおりです。最低限の桜の木をどうするのか。あれは昭和２６年

に、河畔クラブが一番最初に法勝寺城の跡地に桜を植えて、町の将来に向かって理想郷をつくろ

うと宣言された場所ですので、非常に河畔クラブの皆さんの思い入れの深いところだろうと思っ

ています。しかし、残念ながら、なかなか根つきが悪いということもあって法勝寺川の堤防に移

り、その動きに感銘した当時の青年団や、それから婦人会が一緒になって法勝寺川に植えたとい

ういきさつです。

法勝寺公園が今、公園としてその整備をするっていう段階には私はないと思っています。あれ

はあくまでも法勝寺城址として管理をする、それから文化財として残すということはあるでしょ

うけれども、そこを整備して桜の園だとか、そういう桜をめでるような環境整備をするというよ

うな環境にはないと思っています。ただ、建設課のほうでは、上がり道がありますよね、あの道

を散策等に使われる方もあるという理由で、建設課のほうが一定の草刈りをしているということ

は聞いております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。町道林道作業員のほうで作業をさせていた

だいております。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） さっきも言いましたけど、管理する団体が決まってるところはい

いんです、きちっとできる。ただ、ボランティアが管理するとかというのは、そこに責任を負わ

せるのはちょっと酷かなと思います。

町長は、観光資源でない、城山公園が。

○町長（陶山 清孝君） 文化財。

○議員（２番 荊尾 芳之君） そこは違いますね。城山公園は確かに毛利の文化財というか、そ

こはやっぱり広瀬の、何遍も言って悪いですけど、あそこみたいにきれいに管理して、あそこに

上がると、春だけじゃないですよ、きれいに法勝寺の町もずっと見えるし、いいところじゃない
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かなと思っております。僕の思いですよ、一つの観光資源として管理するところがないのである

ならば、町が、建設課長が言われたように管理をするような方向で、やっぱり観光協会だったり

町のホームページを見ると、さっきも言われたように法勝寺城址っていうのが出てくるわけです

よね。どんなとこかなってって、行ってみたいと思う人もいるわけで、その辺が、ここはもう町

の管理するところじゃないという看板も出てるわけではありませんので、誰かがやっぱり管理し

て、南部町に来られたお客様を対応する必要があるのではないかなと思いますが、最後に町長、

どうでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。そういう管理していこうという機運が醸成されてい

けば、今後、じゃあ一体、度体的に誰が管理していくのかということになってくるんじゃないか

と思ってます。鎌倉山を誰が管理するのか、それから金華山を誰が管理するのか、それから要害

山はどうするのか、いろいろあるわけです。確かに母塚山だとかボランティアの手を、今の要害

山なんかも非常にきれいにしていただいてます。これも地域の皆さんが大事に扱っていただいて

ると思います。ですから、法勝寺城址を、それに対する思いがあって、これをやはり残していこ

うという町民の思いがそこにあれば、何らかの形で私どももそれに応えていかなくちゃいけませ

んけれども、そのような今、現実に動きはないなと思っているところでございます。もし、そう

いうことが私の勘違いであって、荊尾議員の言われるように、あそこを何とかしようという動き

があれば、ぜひまた私のほうに教えていただきたいと思います。ぜひ、その皆さんと一緒に何ら

かの方策を立てるということも考えていきたいと思ってます。

○議長（秦 伊知郎君） 荊尾芳之君。

○議員（２番 荊尾 芳之君） 過去にも言いましたが、私は法勝寺城跡を広瀬の月山のようにし

たいという思いを持っております。ボランティアなのか、そういう声かけなのかわかりませんが、

やはりさっきも言いましたけど、南部町に来られた人を迎えるに当たって、どういう格好でする

かっていうことを検討を、これからも思いを持ってやっていきたいと思いますので、また相談に

乗ってください。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、２番、荊尾芳之君の質問を終わります。

ここで休憩に入ります。再開は２時２２分にしますので、よろしくお願いします。

午後２時０３分休憩

午後２時２０分再開

－５３－



○議長（秦 伊知郎君） 再開をいたします。

仲田議員の一般質問の前に、建設課長のほうから先ほどの発言の訂正を求められておりますの

で、許可しております。よろしくお願いいたします。

建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。先ほどの答弁の中で誤りがございまして、

訂正をお願いするものです。

コンポスト施設みのりの郷の中の機器類の耐用年数につきましては、１７年とお答えしたとこ

ろですけども、正しくは１２年でしたので訂正をお願いいたします。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 議事録の訂正をよろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） それでは、仲田議員の質問を許可しますので、よろしくお願いいたしま

す。

７番、仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） ７番、仲田司朗でございます。議長のお許しを得ましたので、通

告のとおり２点について質問させていただきます。

まず最初は、農業用ため池管理保全法施行に伴う本町の対応についてであります。

昨年７月の西日本豪雨では多くの農業用ため池が決壊し、被害が発生したのを受け、ため池の

管理対策を強化するため、農業用ため池管理保全法、通称ため池新法が本年７月に施行されまし

た。この法律では、市町村は、ため池の管理状況の把握や管理者への指導、所有者、管理者が不

明なため池の管理などに当たることになっています。

そこで、お聞かせ願いたいと思います。１つ、昨年の西日本豪雨を受けて、全国でため池の緊

急点検が実施され、下流の家屋や公共施設等に被害を与える可能性のあるため池を対象にした中

で、町内にある５２カ所のため池で、応急措置が必要と判断されたため池が４カ所確認されてい

ます。このため池を今後どのようにされようとしているのでしょうか。

２つ目、農業用ため池の工事については受益者負担がございます。しかし、幾ら国の補助事業

等があっても、工事費が高額のため受益者負担金も高額で、工事を諦めたりやめることが２想さ

れます。受益者負担の軽減策はないのでしょうか。

３つ目、受益者負担の軽減策がないというなら、他町村と連携して、ため池工事の受益者負担

金を少しでも軽減するために国や県に補助２の増額を要求していただきたいのですが、いかがな

ものでしょうか。以上、３点について御質問いたします。
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続きまして、西伯病院の経営状況についてであります。

全国の公立病院の数は８９３病院と、２２１５年の資料でございますが、中で、小規模公立病

院の２７割強が赤字となっています。西伯病院でも同じように赤字経営が続いているのが現状で

あります。そのような状況を踏まえ、これからの病院経営及び病院運営についてお聞きします。

１つ、病院経営の現状について、５カ年間の経営状況の推移を教えていただきたいと思います。

入院患者数あるいは外来患者数等でございます。

２番目、何が原因で経営状況が悪化しているのでしょうか。

３番目、町民が健康になって西伯病院に受診しなくなったので、患者数が減少し、町の国保会

計の医療給付費や後期高齢者特別会計の医療給付費が減少しているなら理解ができますが、増額

しているのではないでしょうか。

４番目、経営コンサルタントに委託した計画書はどのようになっているのでしょうか。そして、

どのような経営改善策を提案されているのでしょうか。

５番目、今後の西伯病院運営をどのようにしようとしているのか、経営形態の見直し等も含め

てお聞かせ願いたいと思います。

以上、２項目について壇上よりお伺いするものでございます。よろしく御答弁をいただきたい

と思います。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 仲田議員から２項目にわたり御質問を頂戴しましたので、私からは農業

用ため池の点について御答弁を差し上げ、もう１点、病院につきましては、事業管理者のほうか

ら後ほど答弁したいと思っています。

それでは、初めに、昨年の緊急点検で応急措置が必要と判断されたため池、４カ所のため池を

どのようにされようとしているのかについてでございます。このうち貯水ができない状況となっ

ていた東町の奥堤池と、北方のオテス池の２カ所については対策工事を実施し、完了しており、

現在２カ所とも貯水機能は復元しております。残る２カ所の浅井の青木池と高姫の井坂上池につ

いては、ため池の機能に支障がなく危険度も低いことから、経過観察しているところでございま

す。経過観察をしています２カ所は、どちらも水際ののり面崩れでありますが、症状は軽いもの

の、今後を見据えて地元と協議を行い、対策を検討していく考えでおります。

なお、緊急点検を行ったその他のため池につきましては、現状では特に対策が必要となるもの

はありませんので、御報告しておきます。

次に、ため池工事の受益者負担の軽減策はないかについてお答えします。ため池工事の補助事
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業は、耐震対策、豪雨対策、老朽化対策、廃止などの対策別、あるいは受益面積別などによって、

実施できる事業や補助２が違っております。一般的に農林関係の事業は特定の受益者が発生する

考えから、受益者に工事費の原則２割の負担をお願いしております。しかしながら、ため池につ

きましては、近年、豪雨被害発生状況を考え、国の制度が拡充され、防災の意味合いを考慮し、

地元負担が軽減されております。要件によっては受益者負担に違いがありますので、個別の案件

につきましては、担当課に御相談いただきますようお願いいたします。

次に、受益者負担を軽減するため国や県に補助２の増額を要求していただきたいとのことでご

ざいますが、ため池に限らず、圃場、水路等の農業施設の改修には国や県の補助が必要不可欠で

あり、町の負担も含めて、地元負担がより少ない事業を町としても選択して取り組んでいるとこ

ろでございます。少ない負担で事業を行うため、町村会要望や土地改良団体連合会要望などの機

会を通じて要望しているところでございます。

以上、私からの答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。仲田議員から５点にわたり御

質問をいただきました。

最初の御質問、病院経営の現状について、５カ年間の経営状況の推移、入院患者数、外来患者

数にお答えいたします。

最初に、入院患者数の５カ年の推移です。お手元に配付いたしました資料をごらんください。

入院患者数、２６年度、延べ６ご ５６８人、１日当たり１７ ⒈４人、２７年度、延べ６ご ５

１６人、１日当たり１７８人、２８年度、６ご ２７９人、１日当たり１７ ６人、２９年度、

６ご １２９人、１日当たり１７ ２人、３２年度、延べ５ご ９２９人、１日当たり１６ ⒋２

人でございました。延べ人数では、５年間で ６３９人の減少、１日当たりでは ⒎２人、⒋２２

の減少となりました。

続きまして、外来・入院患者数でございます。２６年度、延べ６ご １１９人、１日当たり２

５⒐７人、２７年度、延べ５ご ４７９人、１日当たり２４ ⒌８人、２８年度、延べ５ご ３９

７人、１日当たり２４３人、２９年度、延べ５ご ３４１人、１日当たり２３ ９人、３２年

度、延べ５ご ３７１人、１日当たり２１ ⒐６人、総数では、５年間で ７４８人減少し、１日

当たりでは４１人、１⒌４２の減少となりました。

２番目の御質問、何が原因で経営状況が悪化しているのかについてお答えいたします。病院経

営の根幹は医業収益であり、医業収益に大きく影響します入院患者数について、昨年度は特に前
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半大きく落ち込みました。これは年度当初、常勤医師が３名減り、医師の間には当直回数の増加、

入院主治医としての負担増といった疲弊感があったと考えていますが、年度後半に向けて度々に

回復してまいりました。

一方で、日本医師会地域医療情報サイトの医療需要推計によりますと、全国及び鳥取県の医療

需要２２は、令和７年ごろまでは増加していきますが、南部町におきましては、既に平成２７年

以降減少しております。また、南部町の人２推移と入院患者数の推移を見てみました。平成２６

年度末の人２は、３２年度末の５年間で⒋５２減りました。先ほどの入院患者数の減少、⒋２２

減少と同傾向であることから、人２減少の影響は否定できないと考えております。

３番目の御質問、町民が健康になって西伯病院に受診しなくなったので患者数が減少し、町の

国保会計の医療給付費や後期高齢者会計の医療給付費が減少しているのなら理解できるが、増額

しているのではについてお答えします。平成２６年度から３２年度までの５カ年の推移を調べて

いただきました。国保会計における医療費用は減少し、後期高齢会計における医療費用は増加と

いう結果でございました。

４番目の御質問、経営コンサルタントに委託した計画書はどのようになっているのか、どのよ

うな経営改善策を提案してるのかについてお答えします。経営コンサルタントへの委託は、介護

保険法改正により転用または廃止することが確定しております。介護療養病大２２大のその後の

あり方に特化し、昨年度から開始しました。度体的な提案を受けて、院内全ての部署の代表者で

構成します検討委員会を発足し、提案の度現化を進めております。この結果を踏まえて、今年度

もコンサルタントを継続委託しました。その内容は、１、病大機能再編にかかわる実行支援、２、

病院の方向性確立にかかわるアドバイザー業務、３、その他経営にかかわる相談業務としており

ます。特別検討委員会にも出席し、あわせて院内全ての部署ごとの度体的な経営改善計画推進を

指導します。

５番目の御質問、今後の病院運営をどうしようとしているのか、経営形態の見直し等について

お答えします。

まずは、先ほどお答えいたしました介護療養病大２２大ですが、コンサルタントからの提言は、

１、介護医療院への転換、２、医療療養病大への転換、３、２２大の廃止、削減の３点について、

さまざまな観点から検討をいただきました。これを受けて検討委員会は、２番目の医療療養病大

への転換を想定して、さまざまな課題に対する議論を展開しております。

あわせて、昨年度末からわかってきました精神科病棟の課題に取り組みます。精神科の外来患

者数はふえているにもかかわらず、入院患者、特に５階全体の精神療養病大が昨年度末からこれ
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までになく定員を下回った状態が続いており、病院全体の病大稼働２が上がらない状況でありま

す。関係部局で相談した結果、５階の病大環境を患者の病症に応じたものに改良すれば稼働２が

上がる見込みが立ちました。今後の病院運営は、全ての部署が経営改善につながる目標を明確に

して実行し、存続できる病院づくりを目指してまいります。

以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君の再質問を許します。

仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 御答弁ありがとうございました。

まず、ため池の件について議論を深めたいと思います。先ほど町内の５２カ所のため池の話が

出ました。その中には流木や土砂の流入とか、土砂崩壊あるいは漏水等の箇所があるということ

があります。内容的には軽微ということかもしれませんけれども、これについては経過観察をさ

れようというようなことなのでしょうか、あるいは関係の、ため池の所有者等にもそのような格

好での相談をされているのかどうかお聞かせ願いたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。先ほど言いました４件以外のため池につきましては、

関係の所有者の、区長さんなりに連絡をしまして、危険な流木については取っていただくという

ような指導程度でございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうもありがとうございます。

５２カ所ということで結構町内には多い、ため池があるということなんですけれども、下流域

に住宅なり、戸数があるというところがあったりなかったりするところがあって、すぐにはオー

バーフローするというような場所はないとは思うんですけれども、問題は、今後こういう、今、

田の耕作をやめられる方がどんどんふえてきてると、そういう状況の中で受益者の面積が減って

くる、あるいは、そうしたときに受益者が工事をしようと思うと、今度は負担金の２が変わって

きて到底払えんというようなことがまた出てくる可能性があると思うんですが、この辺について

の町の見解はどのような格好にされようとしてるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。受益面積が、耕作をやめられてということだと思い

ますが、産業課としましては、やはり農地を守っていくという施策で取り組んでおりますので、

受益面積は違う担い手の方にやっていただきたいという思いでございます。それで、そういう方
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は違う担い手にかわったとしましても、２自体が変わるということは基本的にございません。受

益面積が幾ら以上は補助事業によりまして何２の負担２だということが決まっておりますので、

あとは浸水の想定面積、そういったものから補助事業に乗りまして２で取り組んでいくというも

のでございます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 以前、これは西部地震のときに池が亀裂が入ったということで、

ところが、直そうと思っても直す工事費が高くて、そして、受益者の人では到底払えんというこ

とで工事をやめられたという、ちょっと経過もあったことがありますけども、そういう状態が出

てくる可能性が、大きな災害があったときにはそういうこともあるんですけれども、特に、小さ

なため池ならいいんですけども、大きな池だったら、その辺のケース・バイ・ケースということ

もあるんですけれども、その辺で今後のこの新しい新法では、市町村、特に町の産業課がそうい

うところをチェックして災害がどうかというようなことも判断されようとするのでしょうか、そ

の辺をちょっと教えていただきたいです。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。鳥取西部地震の以前の内容はちょっと把握しており

ませんが、今、大きなため池につきましては、以前から５カ所、重要ため池として登録をしてお

ります。そちらのため池につきましては、耐震診断ということで県のほうが中心になりまして地

震等の診断をして、対策が必要なものについては計画を立てて取り組んでいくという方向でおり

ます。今後そういうものができたらということになりますが、当然、これから新たな、今回制定

された制度の中でハザードマップなり、そういった診断をするということが前提になっておりま

すので、その中で調査をして、必要なものを対策をしていくということになると思っております。

以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） この新たなため池新法というのは、管理者も大変ですけど、町の

担当の方も大変じゃないかなというような感じがするわけですけれども、今まで、ため池の管理

は受益者の関係だけん大したことないわっていうようなことがあったかもしれませんが、この新

たな法律に基づいて管理者のほうも、何ていうですかね、いろいろな束縛されるところもござい

ますし、町としてはそういう管理をしなければいけないということが出てきますし、その辺につ

いての今後の連携というのは、どういうような格好でされようとしてるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

－５９－



○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。今回、新たな防災ため池として法律が定められたわ

けなんですが、これは、主には緊急時の迅速な避難行動につなげるための対策ということがまず

第一に上げられております。その後、もう１点として施設の適切な機能の維持、補強に向けた対

策ということになるわけなんですが、まずは迅速な避難行動が必要だということで、それに基づ

きまして、これからハザードマップを作成したり、堤体の掘削や流木、植栽の行為は許可が必要

になったりとか、防災工事をするときには届け出が必要になりますよとか、そういうような管理

をするための責任というものをしっかりと持ってもらって、それができなければ、県や町もしっ

かりとその対策をしてもらうために監視もし、そのための補助も出すというような仕組みになっ

てるというぐあいに理解しております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうもありがとうございます。特に池の管理者というと何かすご

く束縛されるような縛りがある。特に大雨のときっていうことがありますので、水の管理をした

りするというような格好になって、今まではそこまで管理をしてなかったといえばそうかもしれ

ませんけど、今後、そういう締めつけというんですか、そういうことをしていかないと、緊急の

ときに、決壊したときにかなわないということがあると思いますが、ある面ではいいかもしれま

せんが、そういう流木が流れ着いたりするのに、先ほど言いましたように撤去費用とか、そうい

うものがどんどんかかってきたときに、先ほども話がありましたケース・バイ・ケースでそれに

は対応しますということなんですけれども、町内にも５２カ所ありますけれども、その中にも、

先ほど言いましたように、もう既に崩壊しかけたりしてるのも一部あるというような状況で、今

後、一緒になって相談し、改修なり補修をしていくというような格好になろうかと思いますけれ

ども、今後のこの５２カ所の取り組み、地域のため池の対応策というのはどのような格好でされ

ようとしているのか、ただ、お願いというだけなのか、それか、あるいは、確かにため池の防災

マニュアルみたいなものをプリントをお配りしていただいとるようでございますけれども、ほか

には何か行政のほうからこういう対応をするとか、そういうことで何か説明でもされるんでしょ

うか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。今回の法律によりまして、ため池をしっかりと管理

者責任を持って管理をしてもらうというところがまず第一にありますので、今現在は、５２カ所

に限らず、南部町に２１７のため池がございまして、それは昨年度調査をしたわけなんですけれ

ど、そのため池も含めまして管理はしてもらわなければいけないというのは前提にございます。
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その５２カ所の中で今、底地を調べております。その底地を調べまして、町以外の底地、あるい

は内務省とか、そういう行政機関が持ってない底地、個人の名義になっているため池につきまし

ては、今回の法律が変わりまして、こういうため池の管理者の責任というものがうたわれてます

ということを周知をする必要がございます。これから、今、２１７の底地を調査をしている最中

でして、まだ全てが調査し切れておりません。これが終わりましたら、９月中にはそちらの該当

の集落のほうに出かけていきまして、法の周知ということで、こういうことを義務づけられまし

たとか、こういうことは届け出が要りますとかいうところを説明してまいりたいというぐあいに

考えております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうもありがとうございます。

先ほども２１７のうち５２カ所がそういう、特に点検をして異常箇所があるんじゃないかとい

うことで出とるところでございますが、その中でももう既に軽微なものということであってるわ

けでございますけれども、池だけのものではなくて、池の後に今度は流水として水路に流れてく

るわけですよね。水路が今度は、側溝ならいいんですけれども、素掘りというような状況になっ

てくると、なかなかそこのまた池の水の流末というところまでの管理という問題も絡んでくるん

じゃないかと思うんで、その辺はどうなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。ため池の流末とかになってきますと、また事業が違

ってくる対策になると思います。国のほうの補助、今現在、中山間とか多面とかっていう事業も

ございますし、あとは県のほうでしっかり守るという事業もございます。そのほかにも長寿命化

という事業もございますので、そちらのほうのバランスと、また、どれが一番いいかということ

で、個別個別に御相談に応じたいというぐあいに思います。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうもありがとうございます。

やっぱりため池の管理者の人は、そこの届け出だとかいろんな手続的なところで、それだった

ら私は管理者にならんわとかいうようなことになっちゃいけませんし、やっぱりお互いに助け合

っていかないけんわけですけれども、何かすごく法律に基づいて縛りがあるような格好になって

しまって、身動きつかなくなるとかいうのがちょっと心配ではあるんです。これは管理者だけの

問題なんであれなんですけれども、先ほど産業課長が言われるようには、ため池だけの捉え方で、

流末についてはまた別の事業という捉え方ということもあるわけですけれども、どうしてもため
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池は、水がたまって大雨で決壊したりすると一気に水が流れて災害にもなるということになると、

やっぱりこれは防災的なものも絡んでくると思うんで、それについてお互いに、先ほど９月ごろ

から順次説明に行かれるというようなことがありますけれども、大体いつごろまでに終わられる

ような２定なんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 産業課長、芝田卓巳君。

○産業課長（芝田 卓巳君） 産業課長です。一応、今年度の１２月末には２定を公表するという

ことになっておりますので、それまでには終わりたいというぐあいに思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） ぜひ早急に関係の方に周知徹底をしていただきながら、そこの中

で受益者の皆さん方が早く直したいという話があれば、またそういう事業展開の取り組みにも相

談に乗っていただきますよう、重ねてお願いをしていきたいというように思っておるところでご

ざいますので、よろしくお願いしたいと思います。

最後に、町長のほうから、受益者の軽減は本町だけの問題ではなくて、全国でため池の管理し

ているための課題だということで、町村会を初めいろんなところで受益者負担について取り組ん

でいるという要望をいただいたところでございます。ぜひその辺を、これからは災害がいつどこ

であるかわからないというような状況がございます。特にため池っていうのが意外と今まで見落

としてたところがあるところがございますが、今後ともその辺につきましては強く要望していた

だきますようお願いをしたいと思っております。

続きまして、病院の話にさせていただきたいと思います。病院の経営状況についてでございま

す。先ほど５カ年の経営状況の推移をいただきました。表につくっていただいて、よくおわかり

するわけでございますが、特に２９年度から３２年度、昨年、どんと入院患者数が減ってきてる。

それから、外来の患者数はもう２６年からどんどんどんどん減ってきてる。そういう状況であり

ますけども、ドクターが３人ほど、常勤医師が減ったという話もございますが、ただ、２６年度

から減ってきてる状況は、人２減少という、管理者は言われたですけど、まだほかにあるんじゃ

ないかなと思うんですけど、その辺の何か分析をされたんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。答弁の中でも申し上げました、

私も、去年、１２月が底でした。去年上期、先ほど申し上げた医師減の影響、かなり私、あった

と思ってます。それから１２月以降、そういった面では少し、一生懸命、医師も頑張ってる、病

院関係者頑張ってると思います。そして、この５月１５日、ことしに入ってからですけど、多分、

－６２－



初めてじゃないかもわかりませんが、３Ａ病棟、一般の方の、いわゆる入院の、まず入院は３Ａ

から始まりますが、ここ５２大持っておりますが、これ、１２２２を達しました。恐らく過去な

い。ずっと毎日１２２２でしたら、ちょっと病大、ベッド管理できませんが、１２２２を達成い

たしました。そして盆過ぎ、３Ｂ、そして、精神のことをちょっと後で言いますけど、精神の４

階部分は、いわゆる精神の一般です。入院の窓２と言ったらおかしいんですけど、まず入院され

ますのは精神の４階であります。ここらも９２２を超えてきてるという日もあります。そして、

ことし、平成３２年度、３月２２日、この日をもちまして、５階、精神療養病大、これは４９大

ありまして、精神科の、いわゆる長期にわたりまして病院で療養していただく階です。ここは４

９ありますが、３月２２日、４２切りまして３９になりました。それから、きょう、９月９日、

１日たりとも４２人に達しておりません。きょう現在３６人、１３のベッドがあいたままです、

なぜか。一方、４階は、先ほど申し上げた外来の精神科はふえてるんです。ほかの科は減ってま

すが、外来ですね。精神科だけは外来はふえてるんです、この５年間。これは精神科の治療、療

養体系が今変わってきてます、昔と。薬がよくなった。ですから、入院しなくも自宅で療養して

いただくことができる。

一方、高齢化に伴いまして認知症、これは確実に今ニーズが高まっております。認知症は、い

ろんな形がありますけど、アルツハイマーというのが一番多いんですけど、６８２ぐらいアルツ

ハイマーです。この特徴は脳みそがどんどん萎縮してかたくなっていくんですけど、運動部分だ

け残るんです。これは認知症の専門学会で発表されております。ということは足腰が動きます。

病院の４階には認知症の方がいらっしゃいますが、どういう状況になっとるかといいますと、認

知症の一番の問題は排せつコントロールができないということです。ちょっと申しわけないです

けど、歩きながら排せつせざるを得ない、それは病気なんです。ですから、４階のカーペットは

５２センチ四方に取りかえるようになってます。なぜか、おしっこしたり大きいのも廊下でした

りしますから、すぐその部分だけを取りかえるということにしております。

ということは、ちょっと矛盾したことを言うんですけどね、そういった患者さんがふえていて、

５階が１３もあいてるっていうのは、昔は４階でちょっと治療してもらって、じゃあ、しばらく

病院で治療しましょうというのが５階に上がってこられたんですけど、先ほど申し上げたように、

動かれる、動き回られる方がふえてる。ということは、５階にその方を上げると、ゆっくり長期

間にわたって療養してる方と衝突するんです。上げれないという状況が３月２２日からずっと半

年続いております。これは、先ほど申し上げましたけど、早急に手を打ちたい。そうすると、先

ほど申した１３の空きベッドが、全部は埋まりませんけど、少し解消できまして、４階にはさら
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に新しい、次って言ったらおかしいですが、やはり認知症のニーズがあるわけですから、そうし

た人を順次迎えていきたいと。私、これは一気に病大稼働２が目標の１９８分の１７２、８７２

ですか、に一気にいくと思いませんが、少なくとも今、８３２ぐらいです。あと４ポイント、何

とかこの辺に糸２があるんではないかなと思ってます。ちょっと質問と違ったかもしれませんけ

ど、そう捉えております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 私は入院とか外来の延べ人数をここでは見させていただいとると

ころでございますが、特に入院の場合は、２９年度から３２年にがたっと入院が減った。これは

決算のところでも、常勤医師が減って、それがなかなかほかのドクターで全部診られなかったと

いうことの話も出てるわけでございますけれども、ここでは決算は決算ですけども、４月から８

月までは入院の稼働っていうのはどうなんでしょうかね。今までの３２年度の決算を踏まえた中

で、新たに、もう既に４月から８月まで５カ月というものが経過しておりますけれども、病院の

入院なり外来の様子っていうのは総体的にどうなんでしょうか、どう変わってるんでしょうか。

先ほど管理者のほうからよく改善したという話も出ておるわけでございますけど、その辺をちょ

っとお聞かせ願えたらと思うんですが。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。少し私のほうが、手持ちのほうの

資料では、令和元年度、稼働実数１２２日までの計算でございますので２４カ月ほどの計算です

が、少し、全体合計では４人弱、今の状況では患者数は３２年度に比較して減っているというふ

うな数字でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） ありがとうございます。

病院っていうのは、私も病院に在籍した経験がございますのである程度わかりますが、病院っ

ていうのは生き物でございますので、日ごとにころころ変わっていくものでございます。それは、

急にインフルエンザが出たりしてベッド数がいっぱいになったり、あるいは逆に花粉症で入院さ

れたりとかいうような、季節ごとによって患者さんの浮き沈みがあったりする外的要因もありま

す。ドクターの問題もありますけれども、その辺の、どう減ってるのか、あるいはふえたのかと

いう原因をやっぱり追求していかなければいけないんじゃないかなというところを私は思ってお

ります。患者さんが減ったから、あるいは外来患者数が減ったから職員怠けんなとか、そういう

ものじゃないと私は思っています。皆さんは必死になって頑張っていただいておるわけでござい
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ます。ただ、実万として数字が出たというところでございます。

特に、決算というと損益計算書で見てしまうんですね。ところが損益計算書っていうのは、見

ていただくと減価償却というのが入ってるんですよ。減価償却というのは何かって、お金じゃな

いんですよね、数字なんですよ。今まで設備投資したものを年度ごとに減価償却ということで引

いていくわけ。だからその金額が、４３億とかいう設備投資したのが償還していくことによって、

それは損益という格好にはなるんですけれども、ＰＬというのが損益なんですけれども、それを

決算でマイナスだから悪いだ悪いだというものではないというところだけは、これはみんな理解

しなきゃいけないと思うんです。問題は、私はそれじゃなくてキャッシュフローなんですよ。毎

月のお金が今、資産としてどうあるべきか、現金と同等のものが、あるいは出金が可能かどうか。

それが資金繰りとしてどう病院が回るのかということが論議されなければいけないし、そこで度

体的に自分たちの経営をどうやっていこうかということが必要になってくるんじゃないかと思う

んですが、この辺についてはいかがなものでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。まさに議員おっしゃるとおり

でございます。キャッシュフローの一番上には、いわゆる利益が計上されておりまして、当然こ

こがマイナスになりますとキャッシュフローに影響してまいります。現実、西伯病院のキャッシ

ュフローは非常に厳しい状況が続いております。今、冒頭申し上げました、反対に、一方、在宅

医療の会計を持ってますけど、これは幸い黒字出してます。これはキャッシュフローの一番頭に

その黒字額が計上されますので、キャッシュとしてたまっていくということになります。ですか

ら、もちろんキャッシュフローとしてＰＬ、ＢＳ、みんな大事でありますが、まず、私の思いは、

去年も ２２２ごの赤字、報告させていただきましたけど、ここのところも、いわゆる損益、要

するに損が出ない、もうける必要はございませんが。去年も町長も言っていただきましたけど、

まず、１万黒字にしてみろと言われてます。まさにこのことかと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 先ほど言いましたように、キャッシュフローの見え方、あるいは

資金の運用をどうあるべきかというところを、これは議員も、ただ損益計算書だけ見て、ああ、

もうかった、あるいは赤字だということで論議するんじゃなくて、もっとその中をしっかりと見

とかないけんじゃないかなというところがありますので、これは実務しとる部長なんかは一番よ

く御存じじゃないかなと思いますので、その辺の現状をちょっと教えていただければと思います

が。
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○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。仲田議員さん御指摘のように、今、

非常に診療報酬が伸び悩んでございます。２年に１回、診療報酬改定ということで、国のほうか

ら病院の根幹であります医業収入の単価等々をお示しをいただくわけですけれども、近年、これ

が非常に厳しい状況にあります。その一方では、仲田議員さんおっしゃっていただいたように、

今、医療機器が非常に高額化をしております。そういう意味では、以前にも病院のほうでは電子

カルテ、あるいは６４列のＣＴとか、非常に医療の質を上げるために設備投資をしてございます。

そういう意味では、その医療の質を保つためにでは一定程度の資金が必要であるというところで、

非常にそういう意味ではキャッシュ、現金の、運転資金の今、少し不足をしている状況であると

いうことでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうも現状をありがとうございました。

特にそういう状況の中で、昨年、これはちょっと耳ざわりかもしれませんが、昨年度、補正２

算で議会でも議決したんですけれども、移動歯科健診車につきまして補正２算を組んだわけでご

ざいますが、その後、旧会見地区のほうを巡回して運転するという話がされてると思うんですけ

れども、今後、これはどうなってるんでしょうか、ちょっと教えていただきたいと思いますが、

決算でございますので。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。バスは今、修理中でございま

す。買ったときの情報として、これは一度凍結してしまったということで、水関係やられてると

いう情報は得ておりました。機能的に、自動車としての機能は何ら問題ございません。歯科診療

としての機能、特に水回りが凍結したというのが私どもの想像を超えておりまして、配管全てが

破壊されておりまして、水を流せばじゃじゃ漏れという状況でございます。今、部品は全て歯科、

要するに自動車部品ではございませんので、これは全て個別に取り寄せて修理しております。何

月何日に直ると、ちょっと私、今申し上げられませんけど、一生懸命、今、部品一つ一つ修理し

てるところでございます。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。管理者申し上げましたように、少

し今、修理に手間取っております。本来ですと、発電装置で、ポンプで貯水槽みたいなところが

あってくみ上げて、患者さんの２をゆすいでいただいたり洗浄したり、そういうところ、機能が
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ついておったんでございますが、どうもそこが少し、器械はいいんですけれども、管路のほうが

非常に複雑な形態になってございまして、今、そこを直接貯水タンクからくみ上げずに、少し工

夫をしながら直接的に水を供給をするような作業をしております。そのあたりで少し手間取って

おります。当初は７月の中盤に実は稼働の２定にしてございました。試運転をしましたところ、

そういうところが発見をされまして、少しこの間、修理に手間取っておりますけれども、もうじ

き稼働するようなことで努力をしてございますので、もう少しお待ちいただければと思います。

よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 先ほど言いましたようにちょっと耳ざわりな話で、これは議会の

ほうでも議決した手前上、何とか頑張ってほしいと思うんですが、ただ、水回りで幾らぐらいか

かるんでしょうかね。その辺をちょっと教えていただけたらと思うんですが。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。少しそういう部分では、うちの歯

科のドクターがそういうところ非常にメカに強くて、業者さんに出すということよりも、銭をか

けるということよりも、今、少しずつ事務の職員と歯科のドクターと少しそういう工夫をしてお

ります。もう少しお待ちをいただければというふうに思います。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 大分時間も経過しますので、この話ばっかりしてもエンドレスに

なりますので、ありますけれども、委員会のほうでまだ決算審査がございますので、またそこで

お話があろうかと思いますので、私はこれ以上は言いません。

ただ、せっかく、旧会見地区のほうでは歯科診療所がなくなって、それを何とかしたいという

思いがあって、それなら議会としても協力しなきゃいけないということで購入を議会で議決させ

ていただいた経過がございます。先ほども水回りで修理がおぼつかなくて、なかなか出ないとい

うことでありますので、やっぱりもう一日も早く体制ができる取り組みをお願いしたいと思いま

す。

ただ、歯科のドクターは１人でございます。ですから、歯科の健診に出られるということにな

ると、今度は病院の歯科を休まなきゃいけないという状況があるわけでございます。大学からヘ

ルプがあるかどうかはわかりませんが、やっぱり旧会見地区のほうでは歯科医療機関がないとい

うことで、それを少しでも巡回し、奥地のところまで行くという発想はいいんですけれども、今

度は費用対効果とか、そういう問題になるとなかなか難しい問題がありますが、ただ、健康、歯
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科２腔の取り組みというのは認知症２防にもなりますので、ぜひその辺につきましては早急に取

り組んでいただきますことを重ねてお願いして、次の質問にかえさせていただきたいと思います。

病院の中で患者様の声という投書箱があったと思うんですけれども、現在もありますでしょう

か。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 事務部長でございます。昔から変わってございません。今も御

意見箱ということで設置をしてございます。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） あるということでございますが、これを利用されておられますか。

例えば患者さんのほうから投書みたいなものがあって、それを度体的に管理会とかそういうとこ

ろで、こんな御意見があったんだけど、どう対応しようかとか、そういうところまでありますで

しょうか、今は。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。仲田議員さん御指摘のとおり、管

理会で情報共有はしております。それとあわせて、病棟あるいは外来等々に、その御意見箱の御

意見に対して、こちらのほうの御回答をお示しをしながら掲示をさせていただいとるというとこ

ろでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） なぜこのような話をしますかというと、患者さんがどんどん減っ

てる、あるいは入院患者にしても外来患者にしてもそのような状況があるということなら、やっ

ぱり何か苦情があったりすることがあろうかと思うんですね。そうするとやっぱりそういう対応

を病院も、個人攻撃ではないのかもしれませんが、やっぱり真摯に受けとめながら、少しでも患

者さんにわだかまりをなくしていただく、あるいは西伯病院を好きになっていただくような格好

に持っていく、これが一つの病院の姿じゃないかと思うんですが、その辺をやっぱりこれは有効

利用するべきじゃないかなということからこういう話をしたわけでございますが、いかがなもん

でしょうかね。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。まさに議員のおっしゃるとお

りでございまして、やはり御利用していただく方の御意見、生の声ですので、本当に貴重な御意

見として捉えておりまして、繰り返しになるか知りませんけど、ちゃんと管理会でも報告し、先
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ほど申し上げたように玄関にもちゃんと掲示しております。そういった中で、一つ一つやはり至

らないところがあったらきちんと直すと、こういうことだと思っております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） じゃあ、続きまして、今そういう状況の中で、町内の、特に外来

なんですけれども、例えば３２年度に延べ５ご ３７１人、あるいは入院患者さんが５ご ９２ 

９名という実万がありますけれども、この患者様の中の動向、つまり、南部町は大体そのシェア

のうち何２だ、あるいは米子市が何２だとか、あるいは安来市は大体何２だとか、そういうよう

な何か、ものが調べておられることがございますか、なければあれですけど。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 事業管理者でございます。データとっております。私もちょ

っとひもときましたが、２９年度まで、おととしまで南部町の方の御利用者が５９２、米子市が

１７２、残りが安来市、日南町、伯耆町です。去年ですね、３２年度になって、１ポイント動き

ました。南部町が６２２、米子は１６２、あとは、ほぼ従前どおりでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） どうもありがとうございました。

直近はございませんが、大体動向としてはそのようなもんじゃないかなと思うんですが、やっ

ぱり減ってる状況っていうのを食いとめたり、あるいはそういう人たちに来ていただくためにも、

この際、町民の皆さんにアンケート調査ぐらいして、西伯病院にもっとこういうドクターがおり

ますから来てくださいよとか、そういうことをやる発想も考えたほうがいいじゃないかなと思う

んです。ただ、もう減るのは仕方ないよ、人２が減少だから当たり前だよなんていうことじゃな

くて、そんなこともやってもいいんじゃないかと思うんですが、いかがなもんでしょうか、これ

は私の提案です。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 事業管理者です。私は、人２が減るから病院の患者数が減っ

ているとは一つも思っておりません。人２減は、これは避けれません。こういった中で、いかに

町民の方のニーズを捉えて病院に来て、来ていただくっちゅうの言葉悪いんですけどね、そうい

ったことを一生懸命やることが、今は西伯病院の使命だと思ってます。その手段は、先ほど議員

おっしゃったアンケートとかいろんな手段はあるかと思いますが、正直言って、じゃあこうすれ

ばということも私、今、瞬間はありませんが、やはりいろんなことを考えて、試行錯誤があるか

もしれませんけどやっていくと、もう実行するしかありませんので、そういうことだと思ってま
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す。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） じゃあ、ちょっと時間もわずかですのでありますが、医業収益を

上げる方法っていうの、何か特別に考えておられることございますか。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者です。先ほど申し上げました、精神科のちょ

っと変化、ここは、増収という言葉がちょっと少しひっかかるんですけど、要するに先ほどから

申し上げてます、５階で１３病大、１３ベットが、４９分の１３があいたままという状況は、私

は看過できない。ここを１３全部埋めたら１２２２になってしまうんで、これは、ちょっと動き

ませんが、ここをやっぱり少し、少しじゃなくて、やっぱり４２台に持っていく、これは確実に

病院経営には寄与することだと考えております。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） 私は、一つの提案でございますけれども、今まで見させていただ

きますと、平均在院日数、これがちょっと問題があるなと思います。それと、やっぱり１９８大

ありながら入院患者数が１日当たりが１７２って、２２２近くあいてると、やっぱりここをいか

にあけない体制をするかということだと思うんですね。１大当たり１カ月に大体１２２ごぐらい

マイナスになるはずです。ですから、それを１人でも上げるということは１２２ご増になるわけ

ですよ。そういう体制づくりをしていかなきゃいけないんじゃ、だから、これ、誰でもできるん

じゃないかなと思うんです。要はいかにベット回しをするかだと思います。

それともう一つは、これ、私もかかわりましたけれども、薬剤師による入院患者さんの薬剤指

導、これを多分なかなかしておられないんじゃないかなと思うんですよ、病院の人は。やっぱり

そういうことをすることによって点数を上げる、これを患者さんの、何かもうここにいて薬剤指

導をする、そういう動く、病棟に薬剤師が出ていく、そういうことで収益を上げるという一つも

あろうと思います。ですから、ぜひそういうものは、私なりの私案でございますが、ぜひ取り組

んでいただきたいと思います。

最後でございますが、これも私の提案なんですけれども、西伯病院ってのは、私はただの医療

機関だという考えを持ってません。これは、いや、病院だがなっていう人ありますけども、やっ

ぱり高齢者の人が多いということになると、高齢者の憩いの場になるような取り組みっていうの

が必要ではないかなと思います。例えば、玄関横に朝市だとか、例えばですよ、あるいは談話室

を町民の皆さんに開放して自主的に茶話会をしてあげて、午前中ゆっくり診察が終わってでも、
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あるいは診察なくても来ていただくような、やっぱりコミュニティーみたいな格好の病院が本当

の地域の、町の交流の場だったり憩いの場、これが西伯病院になれば開かれた病院というもんが

できるんじゃないかな、なんてって自分なりに思うんですけど。これ、あくまで提案ですので。

こんなことも私はあっても、これから高齢化がどんどんされて高齢人２がふえ、そして、その中

でこれから病院っていうのは医療や福祉の中心なんですよね。ですから、その中でお互いに高齢

者の人たちが生き、そしてそこで、丸合まで行かなくても病院でそういう朝市だとか、そういう

ものが買える、そういうような格好になれば一回で終わるんじゃないかな、そんな取り組みがあ

ってもいいんじゃないかとか、だから理想論でございますけど、そういうことを私は提案したい

ですけど、いかがなものでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 事務部長でございます。まず、仲田議員さんの一番初めの在院

日数はいかがかというやなところでございます。先ほど私、仲田議員さんの令和元年の入院の患

者数の状況はどうかということで、前年よりも減っていますというお話をさせていただきました。

これ、まさに管理者のほうが申してございますように、特に５階病棟、ここが今、４２人を切っ

て３５人強という１日当たりの入院患者数になってございます。そういう意味では精神科のとこ

ろが、特に４階も、５階もでございますけれども、在院日数というのが非常に短縮化をされてい

ます。特に４階病棟では、従来は１人当たりの平均の在院日数が１１２日ぐらいあったんですが、

今もう９２日を切っているような状況でございます。そういう意味では非常に回転２が早くなっ

ている。一方では、やはり訪問看護ステーションのほうでふえております、いわゆる訪問医療の

ほうがふえています。仲田議員も御承知のとおり、うちは精神科が特色ある病院でございますの

で、そういう意味では非常に国のほうが目指す、いわゆる精神科の患者さんにおいても地域移行、

在宅医療の推進のほうがまさに進んできているのかなというふうに思っています。

それと、２点目の薬剤指導ということでございます。ありがとうございます。この薬剤指導に

ついても、今、うちのほうで薬剤師が３人、昼までの非常勤上げますと⒊５人、薬剤師のほうが

います。１人は、仲田議員御指摘のとおり、各病棟のほうを回って薬剤指導のほうにも頑張って

いるところでございます。

それと最後の、西伯病院は憩いの場であってもええだないかというような御質問、私のほうも

思いは一緒でございます。特にこういう時代になれば、本当に医療ということの役割の中で病院

が存在するというところも、もう少し本当言うと違った役割ができりゃせんかなというふうに思

っています。とはいいながら、やはり少し感染対策みたいなところも考えながら、いい御提案だ
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なと思いますけれども、少し検討させていただければと思います。ありがとうございました。

○議長（秦 伊知郎君） 仲田司朗君。

○議員（７番 仲田 司朗君） あくまでも私の提案でございますので、それをどうこうというこ

とはございませんが、ただ問題は、そういう格好でいろいろアクションをする、そして、そうい

う格好の中で、町の病院、何たるものかというようなことをしていかないとやっぱりよくならな

いし、よく赤字だから経費削減すればいいとかいってやれば、ところが、じゃあ、経費削減で人

件費削減すりゃいいかっていうと、そうでもない。なぜかいうと、人件費削減すれば仕事に対す

る熱意がなくなってしまったり、やめたりします。問題はそこじゃなくて、もっと根幹をやっぱ

りしなきゃいけないんじゃないかなっていうところから、いろんな発想を変えて、２２２２人の

集団ですので、大きな企業です、町内では。そこに、ましてや家族の人たちもおれば ２２２人

規模の大きな世帯があるわけでございますから、ぜひ、やっぱり病院という核でありますけれど

も、地域の中心という捉え方の中で、医療、福祉、介護を推進するためにもやっぱり頑張ってい

かなきゃいけないと、私は思っとるところでございます。

最後、残り１分になりましたので、町長のほうから、総合計画で１２年先で病大の提案とか経

営の見直しっていうようなことが若干触れておられました、この辺につきましてもちょっとお聞

かせいただいて、終わりたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。いろいろ御提案いただきまして、ありがとうござい

ます。

議員も言われましたように、病院は、２３２人だったですか、２４２人ですか、２４２人から

の大世帯で、それが全て専門職、病院にかかわってマネジメントしてるわけでございますので、

非常に責任も重大だろうと思っています。いわゆる今一番課題になってますのは経営を安定させ

ることなんですけども、もう少し長期的な視点を考えれば、今の常勤医師たちもかなり高齢にな

ってきてます。この方々がこのままリタイアされた場合に、病院自体がもう維持できなくなると

いうことも当然考えていかなくちゃいけないことだろうと思っています。非常に大きな曲がり角

にも来てますし、医療を取り巻く環境も非常に厳しい環境があります。とはいいましても、町民

の皆さんの健康や安心のために西伯病院というのはあるわけですから、ぜひともしっかりとした

経営基盤と、それから住民に対する安心のためにもしっかりと頑張っていきたい、そのために行

政のほうとしてもできるだけの支援をしなくちゃいけないと思っています。ただ、そのために町

の財政が傾くようなことがあってはなりませんので、そのあたりのバランスも十分とりながらし
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っかりとした経営をお願いしたいと思ってます。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

○議員（７番 仲田 司朗君） はい。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、７番、仲田司朗君の質問を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩をとります。再開は３時４５分からにしますので、お願いい

たします。

午後３時３１分休憩

午後３時４５分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。

１番、加藤学君の質問を許します。

１番、加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） １番、加藤学です。議長からのお許しが出たので、質問させてい

ただきます。

今回は、一般質問３点用意しております。１点は農業用水路について、２点目は保育所の来年

度の募集について、３点目は旧会見地区での期日前投票所の設置について。

１番目の農業用水路についてです。

ここで取り上げてる農業用水路は、小松谷川の転倒堰、宮前一区のところに手間堰、ここから

取水をして宮二を通り、そして南部中学校のグラウンドのほうを通って、現在ある会見のローソ

ンのほうに抜け、それからずっとあと田んぼのほうに行く、この用水路についてです。現在、こ

れのふたがないことについて、道幅が狭く、車の離合に不便であり、一部ではガードパイプをつ

けてほしいなどという話が聞いてありますけれども、ふたをつけて道路幅を広げた場合、大変便

利になると思いますが、現在なされておりません。このことについてお伺いいたします。

まず、１点目、問題とする用水路、南部中学校のグラウンドから現在ありますクローバー美容

室、ここのところまではふたがなされておりますが、それ以降についてはふたがなされておりま

せん。なぜこういうふうなことになっているのか。それから、可能であれば、現在こういうふう

に至っているその理由について、また当時、これ、ふたをした場合、地元の負担金とかそういっ

たものが生じたのかどうか、わかる範囲で結構ですので、当時のことがわかれば教えてもらいた

いところです。それから、もしこれから先ふたをした場合、一体どういうことが問題になるのか、
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特に負担金の問題、地元負担金がどういうふうになるのか、この点についてお聞きしたいと思っ

ております。

２点目、保育所の来年度の募集について。

昨年、保育園と認定こども園の募集をかけたところ、応募者が多く待機児童が出ることがわか

り、急遽、小規模保育園、南部町ベアーズと事業所内保育所キッズクラブ、これを設けることに

なりました。ことしは大丈夫なんでしょうか。

また、一緒に休日保育について、住民のほうから休日保育を求める声が聞いております。この

ことについてお伺いしたいと思います。

１点目はもちろん、ことしは前もって何らかの対策をとっているのか。

２つ目は、先ほども申しました、休日保育を求める住民の声が上がっているけれども、これに

ついてどのように把握されているのか。

そして３番目、これから先、これらについてどういった対応をなされるのか。

それと、３点目、旧会見地区での期日前投票所の設置について。

７月に第２５回参議院議員選挙が行われました。投票２は御存じのとおり４⒏８２、２４年ぶ

りに５２２を切る低さであり、投票２が年々下がっております。理由についてはいろいろと言わ

れておりますが、その一つ、支持政党もない人の投票行動が大きく後退したっていう指摘があり

ます。来年、南部町は町議会議員選挙、町長選挙、それから衆議院議員選挙もあるかもしれませ

ん。引き続き会見地区での期日前投票所の設置を求めていきます。また、期日前投票所で足の不

自由な人が利用しやすいかどうか、そのようなことについてどのように把握しているのかお伺い

いたします。

度体的には、１点目として、町として今回の参議院議員選挙の投票２が下がった理由をどのよ

うに考えられているのか。

２つ目、次の選挙で投票２を上げるために新たな試みを考えられているのかどうか。

３点目、投票２を上げるために行っている告知活動において、ポスターの掲示箇所、これには

変更が行われていないのかどうか。

４点目、期日前投票所の利便性について、先ほども少し言いましたが、足の不自由な人に対し

てどのようなことがあるのか、不備の有無を何か聞かれておられませんでしょうか。

そして、５点目、投票２を上げるためにも、会見地区での期日前投票所の設置を求めます。

以上、答弁のほどよろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。
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○町長（陶山 清孝君） それでは、加藤議員から頂戴いたしました３項目について、それぞれ答

弁してまいります。選挙に関する御質問がございますので、こちらのほうは選挙管理委員会の委

員長のほうが御答弁させていただきます。私からは２点、答弁させていただきます。

１点目の農業用水路についての御質問でございます。ふたがないのはなぜかということでござ

います。

ふたがあるところの過去の経過や工事関係の質問につきまして、まずお答えいたします。地元

の方に過去の状況をお聞きしたところ、現在ふたがされている水路は、ふたをする以前は水路の

深さが浅く、雨が降ると周辺が冠水していたということだそうです。また、付近に適当な防火用

水を確保する場所がなかったため、水路を深くし、あわせて水路と並走している道路幅も非常に

狭かったことから、ふたつきの水路に改修した経過があるということです。古いことですので、

負担金の有無については担当課でわかりませんでした。

２点目のふたをしようとする場合の問題は何かとの御質問にお答えいたします。水路にふたが

設置されると道路幅は広がりますが、一方で、水路としての管理が不便になることが一般的な問

題として上げられます。御質問の箇所については、ふたを設置してほしいとの行政要望が出され

ており、検討する内容で振興協議会を通じ、地元と自治会に回答を差し上げていると賜っており

ます。

保育所の来年度の募集についてお答えいたします。

来年度の保育所園児募集についての御質問からお答えしてまいります。来年度の園児募集は、

募集期間を令和元年１２月３日から１１月１５日までの２１カ月半で２定しております。１１月

１５日の募集を締め切り次第、申込者の集計をしますので、１１月末ごろには定員の過不足が判

明いたします。

ことしは前もって何かの対策をとっているのかとのお尋ねですが、例年どおりの募集を行う２

定としておるところです。

次に、休日保育を求める住民の声があるが、町として把握してるかということですが、町並び

に保育園に対し、直接要望された保護者はおられないと聞いております。一方、平成３１年の３

月に実施しました子ども・子育て支援事業計画策定のためのアンケート調査では、数名の保護者

から休日保育を求める御意見がありましたので、休日保育を必要としている方があるということ

は把握しております。

これから先、対応をどのように考えているのかということですが、休日保育を実施するとなる

と最低でも２名以上の保育士の配置が必要となりますので、現段階では休日保育を実施すること

－７５－



は困難であると言わざるを得ません。今後、保護者の休日保育のニーズがふえ、保育士が確保で

きるようであれば休日保育について検討が必要だと、現状ではこのように考えてるところです。

以上、答弁といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 選挙管理委員長、板竹利君。

○選挙管理委員会委員長（板 竹利君） ただいま議長様より発言のお許しをいただきましたの

で、加藤議員の期日前投票所に関する御質問に対しまして、選挙管理委員長の板竹利がお答えし

てまいります。

最初に、今回の参議院選挙の投票２が下がった理由をどのように考えているかとの御質問につ

いてお答えしてまいります。

７月２１日に執行された第２５回参議院議員通常選挙において、全国の投票２が４⒏８２２、

前回比較で⒌９ポイント下回りました。また、鳥取県における投票２は４⒐９８２、前回比較で

⒍３２ポイント下回りました。過去最低を更新いたしました。この傾向は南部町においても同様

でありまして、投票２は５⒍７８２、前回比較で⒌３２ポイント下回るという結果となりました。

投票２については、天候や候補者の顔ぶれ、選挙の争点など、いろいろな要因が総合的に影響す

るものと考えられますので、その要因を一概に言うことはできませんが、鳥取県特有の要因とし

まして、前回選挙から導入されました、鳥取県及び島根県合区選挙区制度の影響も少なからずあ

ったのではないかと考えます。１票の格差を是正するために導入されました制度ですが、選挙区

の面積が広大となることで有権者の政治への関心の低下を招いた側面もあり、投票２への影響の

あった一因ではないかと推察しております。

次に、投票２を上げるために新たな試みを考えているかとの質問に関してお答えします。

さきにお答えしましたとおり、投票２は、有権者の政治への関心なども含め、いろいろな要因

が総合的に影響するものと考えられます。選挙管理委員会としましては、選挙は国民の政治に参

加する最も重要かつ基本的な機会であり、投票参加は民主主義の健全な発展のために欠かすこと

ができないものであることを改めて周知、啓発することが重要であると考えます。これまで同様、

臨時バスの運行による投票所までの移動支援など、投票しやすい環境の整備を継続するとともに、

投票に関する啓発についても充実していくことが投票２の向上に資することであると認識してお

ります。

次に、ポスター提示場の場所が変わっていないかとの御質問についてお答えいたします。

公職選挙法において、選挙管理委員会は選挙に際し、候補者が使用するポスター掲示場を設置

しなければならないと規定されています。設置する総数については、投票区ごとの選挙人名簿、
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登録者数及び面積に応じて法定設置数が定められております。平成２１年までは投票区が第１２

投票区までございまして、ポスター掲示場の法的設置数は８２カ所でありました。投票区の見直

しにより大木屋を第５投票区と統一したため、現在の９つの投票区となったため、ポスター掲示

場の法的設置数は７３カ所となっております。特別な事情がある場合に、あらかじめ県選挙管理

委員会と協議することで総数を減ずることができますが、当町においては従来から法的数である

７３カ所を設置しております。設置場所につきましては、変更することなく、なるべく従来どお

りの場所に設置することで有権者の皆様になじんでいただけるよう配慮しております。

次に、期日前投票所の利便性について、不備の有無を聞いていないかとの御質問についてお答

えいたします。

選挙管理委員会として、期日前投票所の利便性について不備を指摘するお声は伺っていないと

把握しております。ただし、土足のまま入場が可能である投票所があるのに対しまして、期日前

投票所では下足場での履きかえで入場していただいております。この点については御不便をかけ

ていると認識しております。これは、期日前投票所内の大が厚目のじゅうたんが張ってあるため、

土足用シートを張るとかえって歩行の安全に問題が生じると判断して、現在のような利用をお願

いしているところでございます。下足場には椅子を配置し、椅子に腰かけて履きかえていただく

など可能な限りの配慮を行っているところでございますので、御理解いただきますようお願いい

たします。

最後に、投票２を上げるためにも会見地区での期日前投票所の設置を求めるとの御質問につい

てお答えいたします。

過去の一般質問においても人員や場所の問題について答弁させていただきましたが、公職選挙

法第４４条第１項において、選挙人は選挙の当日、みずから投票所に行き、投票しなければなら

ないと規定されており、投票日当日投票主義が原則であるとの認識には変わりはありません。期

日前投票はこの例外として、当日都合の悪い方に投票機会を確保する制度であることを改めて御

理解いただきたいと思います。投票の機会を確保するための期日前投票制度を周知すること、ま

た明るい選挙推進協議会と連携しまして、少しでも投票に出かけていただけるよう啓発に力を入

れていくことが全体の投票２を少しでも上げていくことつながっていくものと考えますので、御

理解をよろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君の再質問を許します。

加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） １番、加藤です。まず、農業用水路の件ですけれども、過去のい
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きさつについて調べていただきましたけれども、なかなか難しかったみたいで、詳しい回答が期

待していたぐらいしか返ってきませんでした。それでお聞きしたいのですけれども、現在、ふた

ではなくて鉄枠で埋めてあるところが何カ所かあると思うんですけれども、特にクローバー美容

室の前２カ所を鉄枠がふたでしてあって、それでかわりに緑のポールが２本立ってるところがあ

るんですけれども、あれに関しては何かいきさつはわかりますでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。お答えできるだけの資料として残ってない

もんですから、答弁としてお答えできる内容はございません。申しわけございません。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） それでしたら、もし、現在ふたがされてないところをふたする場

合、一応できるということで検討するっていう回答があるっていうことなんですけれども、もし

ふたをした場合なんですけれども、その場合、今現在、農業用水路の管理はどこがされてるんで

しょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。できるというはっきりとした行政要望の回

答はしておりません。必要性を検討しますという回答をしております。

それと、水路の管理者ですけども、詳しくは調べた上でになると思いますけども、天萬区の関

係になると思っております。以上でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 一番最初、農業用水路にふたをする話だったので、産業課さんの

ほうからの回答ではないかと思ってたんですけれども、建設課さんのほうからの回答になったも

ので、ちょっとそのあたり、私のほうで質問する内容が若干ダブルので、どちらで回答されるか

決めていただきたいんですけれども、先ほどポールがあって、鉄枠でふたがしてあるっていうと

ころなんですけれども、あれ、基本的に利水利用者の方が、中のところにもし泥がたまった場合、

それを除くために、あそこのところにはそういうふうなふたがしてあるんだっていうふうなと、

それから以前、車が落ちたことがあるので、それで落ちないようにポールがしてあるっていうふ

うに私、聞いております。

もし仮に、これから先のところ、ふたをする場合、完全にふたをしていいものか、もしくは鉄

の枠でしたほうがいいのか、その検討をする範囲、先ほど検討の範囲で回答できるっていうこと

だったんですけれども、これの検討の範囲でする場合、完全にふたができるのか、もしくは全部
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鉄の枠でなければならないのか。それから、あと、先ほども言いましたけれども、利水者が管理

をする場合、最終的に泥がたまった場合、それどうにかしなければならないっていう、そういう

ことが生じた場合、完全にコンクリートで覆うことができるのか、もしくは鉄枠でしなければな

らないのか、この部分を検討するっていうところはあるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。重ねてになりますけども、すれ違いが容易

になるように、そういったことが必要なのかというようなことを検討しますという回答をしてお

ります。仮にするようになった場合ということですけども、管理用に下の状況がわかるような設

備というのは必要になりますので、一般論になりますけども、そういったものを要所要所で設置

していくという構造になろうかと思っております。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 済みません、仮定論ばっかりの話になって申しわけないんですけ

れども、現在、先ほども言いましたけれども、過去、車が落ちたっていうことがあったもんで、

それがあったんで現在車がわかるようにポールが立ってる、それでなおかつ両方の意味合いも含

めて、それで完全に埋めてないで鉄枠でやってるっていうのが現在のクローバー美容室のところ

です。現状問題として、現在の道幅だけではどうしても離合するのができないので、絶対広げて

もらったほうが間違いなくいいっていうふうに考えてます。その部分でのさらに踏み込んだ検討

っていうのはないんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。現段階では検討はしておりません。必要性

を検討しますということでの段階でございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） あと、一般通告要旨の中にもう一つ、１点、お墓のところですけ

れども、これ、ポール用のポールを立ててほしいっていう、そういったような要望も上がってる

んですけども、この部分の検討っていうのはどうなんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。質問の中にありますのは、お墓のところっ

ていうのはちょっと私では把握しておりませんで、クローバー美容室から後ろ、潮さん宅までと

いうような区間での一般質問になってるというふうに認識しております。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。
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○議員（１番 加藤 学君） 失礼しました。一部でガードパイプをつけてほしいっていうふう

に通告要旨のほうに書いていたところですけれども、これはあくまでも県道ぎりぎりのところ、

あそこの３差路のところ、あそこの部分においてはつけてもらえないかっていうふうに聞いてお

ります。こういったふうな検討っていうのはないんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。私どもが今行政要望として把握してるもの

の中に、おっしゃいます部分でのガードパイプっていうのは見当たらないという把握をしており

ます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 多分、地元からの行政要望として出てるのは、確かに今言われた

部分だけのところに限ってふたをしてほしいっていう、多分それだけしか出てきてないと思いま

す。ただ、私のほうで知ってる限りだけでは、それ以外の部分でも何とかならないだろうかって

いうふうに出てきております。現状では、とにかく道幅が狭い、それであくまでも離合は、車同

士の離合がほぼできない、するとしたら現在ある１カ所、辛うじて広い箇所があるんで、そこし

かできないっていうのが現状です。地元のほうで出てきたのは、多分昨年の要望のときの中に入

ってきてるんだろうと思いますけれども、住民要望としては昨年の募集の分で多分入ってきてる

と思いますけれども、今回この問題に関してはそれ以前のほうからずっと問題があったところで

す。今回、要望が出てきてからその部分だけ検討されてるっていうことですけれども、あくまで

も地元の人での要望っていうのはそれ以前でありましたし、私のほうで聞いてたのもそれ以前の

話です。昨年においてどういうふうな対応の仕方があるだろうかっていうことだったので、私の

ほうでとにかく地元要望で上げてくれないかっていうふうに私のほうから言って、そして最終的

に地元要望っていう形で出てきてるっていうのが、今回の農業用水路の問題です。一般要望で出

てきたから今回対応してるっていうことなんですけれども、根っことしてはもうちょい古いとき

からずっと問題になってた問題です。そういった古い問題なんですけれども、それに関してでも

先ほど回答されたような回答しかいただけないんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。行政要望につきましては、建設課関係でお

よそ４５２件の行政要望をいただいております。私、今、手元に持ってるんですけども、その中

から見つけるのは容易なことではありませんけども、少し調べさせていただいて、過去にそうい

ったところが出ているのかというのは調べさせてもらった上で回答を差し上げたいというふうに
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思います。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 過去、要望が出てなかったんです。それで私のほうに、こういっ

たことがあるんだけれど、どうしたらいいだろうかっていうのを相談を受けて、それで昨年の時

点で行政要望として出してくださいっていうふうな話をしたのが、それが現在上がってきてる今

回の行政要望の中の１点です。地元のほうとしては、行政要望は多分昨年上がったのが最初だと

思いますけれども、要望としてはそれ以前から話はあったはずです。町のほうに上がったのは昨

年の募集になって上がったんですけれども、実際の要望としてはそれ以前からあった問題です。

ただ、耳に届いていなかっただけだっていうことです。そういったちょっと古い問題なんですけ

れども、ただその問題、今回、行政要望で上がってきたんだけれども、それ以前からあった問題

で古い問題です。それでも今回、行政要望から上がってきたんで、それに対して対応するんだ、

そういう回答しか戻ってこないんでしょうかっていう質問です。

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。議員の御質問の趣旨は、今、話を聞いていて、何と

なくですけどもわかってきました。ただ、一定の公文書でやり合うというのがやはり大事なこと

で、言った言わないということもありますので、自治会の区長さん、振興協議会の会長さん、振

興協議会を通じて出たものを、私どもも１カ所１カ所、検討しながら文書で回答してるところで

ございます。もしそういう課題がありましたら、ぜひともその機会あるわけですから、地元の課

題を行政要望という形で提案いただいて、公文書で返すと、こういうルールを確認させていただ

きたいと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） ちょっと話が脱線するんですけれども、どうしても行政要望で出

す場合、出して、締めました、来年のほう、１年たった時点で行政要望が町のほうに届く、それ

からさらに検討する。結局、町のほうが行動に移れるのは１年先、最低で１年先、プラスアルフ

ァ考えたら最低で２年先、どうしても現在の行政要望の取り決めのやり方だったら物すごく時間

がかかるように思います。現在、行政要望、集落で一旦まとめて、それから地域振興協議会がま

とめて、それから町に行ってっていう、そういう形になってます。現在の行政要望のやり方、今、

陶山町長、万卓会議されておられます。それで、一方で、この町のほうの行政要望の取りまとめ

がちょっと煩わしいっていうか、ルールにのっとってやってるんだっていうことであればそれは

間違いないんですけれども、どうもそのあたり、何か２つあって１つのほうが随分時間がかかる
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ように思えてなりません。ちょっと私の当初の一般質問の農業用水路の問題とはずれましたけれ

ども、今ある行政要望のあり方、ちょっと何か検討していただけたらなっていうのがありました

ので、そのことを言って、ぜひ今回のふたの問題、さらに進んだ形で検討していただいて、それ

の検討の結果、早急に返していただきたいと思います。

続きまして、待機児童の問題について質問させていただきます。

今度、１２月の３日から募集をかけて、１１月末にならないと最終的に数字はわからないって

いうことなんですけれども、これに関して、昨年と比べて大体大丈夫なのか、２想とか検討とか

っていうのはされてないんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。現在のところ、見通し等は立

てておりません。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 見通しを立てていなくて、それでなおかつ大丈夫かどうかわから

ないっていうのでは余りにもええかげんじゃないかと思いますけれども、何らかの見通し、全く

立てておられないんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。現在のところ、４月から８月

までに生まれた子供さんの数が、４月にお二人、５月に４人、それから６月が２人、７月が８人、

８月が８人、まだふえるかもしれないんですけれども、そういった状況ですので、それとお母さ

ん方の育休のとりかげんとか、それぞれの皆さんの就労の状態によって、生まれた子供の数がそ

のまま保育園に入りたい数ということにもなりませんので、やはり保護者の方の御希望をまずお

聞きをして、なるべく全ての子供さんを預かれる方向で検討していきたいというふうに考えてお

ります。これは例年変わらないことです。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 生まれてこられている人数は現時点では把握されているっていう

ことなんですけれども、県のほうにだと思うんですけれども、４月と１２月で待機児童の数を報

告しなければならないんじゃないかと思いますけど、いかがでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。４月と１２月、１日時点で待

機児童がどれぐらいあるかという調査はございます。
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○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） １２月１日っていうことは、まだ募集がかかってないときなんで

すけれども、１２月１日の時点で報告されるっていうことなんですけれども、この１２月１日の

時点で出てるか出てないかっていう数字だけで報告されるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。１２月１日時点の待機児童と

申しますのは令和元年度のことですので、１２月１日の時点で入所の希望があるにもかかわらず

入所できない子供さんについての回答をすることになっています。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） これもまだ１２月１日で先の話なんですけれども、これに関して

は、現状ではどういった数字になる２定なんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。何件か入所の希望の御連絡を

いただいている方はあるんですが、まだ申し込みがされていない状況ですので、現時点で何人で

すということはお答えできません。入所の申し込みがあった時点で入所できなければ待機児童と

いうことになります。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） いや、済みません、その申し込みっていうのは、それ１２月３日

以降の来年度の申し込みのことですか。私が考えてるのは、１２月１日の時点での南部町での待

機児童の人数のことを言ってるんですけれども。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。１２月３日からと申しますの

は令和２年度の入所の希望の取りまとめになりますので、１２月１日時点の回答と申しますのは、

令和元年度の１２月１日時点で発生している待機児童になります。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） わかりました。その場合、申し込みがない人はあくまでも待機児

童に計算しないっていうことでよろしいんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。待機児童と申しますのは、入

所の希望をしているにもかかわらず入所ができない児童のことですので、入所の申し込みをされ
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ていない方については待機児童には計算しません。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） であれば、家のほうで面倒を見るっていう方に関しては、当然待

機児童では計算されないっていうことでよろしいですね。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。議員のおっしゃるとおり、在

宅で育児をされる方については待機児童という計算には入りません。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） さっきから私が聞いててどうしてもわからないのが、あくまでも

保育所に申し込みをした人で、なおかつ入所できなかった人が待機児童になるんだ、それ以外は

カウントしないんだ、あと、何らかの形で結局申し込みをしなかった人に関しても待機児童扱い

にしないんだ、そういった実際のところは保育に預けたくても結局預けられなかった、それでや

めたっていう方、そういった方がおられるんじゃないかっていうふうに思うんですけれども、そ

れっていらっしゃるんでしょうか。特に昨年の時点でもそういった方、最終的には申し込みを辞

退された方みたいな方、そういった方、最終的にはカウントになってないんじゃないかと思うん

ですけれども、どうなんでしょうか。隠れ待機児童とかっていう言い方もあるんですけれども、

そういった方の数字っていうのは町のほうで把握されてるんでしょうか。そもそもそういった方

の数字があるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。３１年の４月時点でございま

すけれども、入所の保留になった方が４人あります。その方については、育児休暇の延長ができ

た方が３人、それから、在宅で保育をしますということで待機児童扱いにならなかった方が１名

あります。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 済みません、もう一度。４人保留にされて、この４人の方は、結

局、待機児童扱いになったのは、この４人のうちお一人っていうことですか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。４月１日時点での待機児童は

ゼロです。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。
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○議員（１番 加藤 学君） ということは、保留にされた方、４人とも待機児童扱いにはなら

なかったっていうことですか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。議員のおっしゃるとおり、待

機児童はゼロ人でございました。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） わかりました。待機児童が結局数字上はゼロだったっていうこと

がはっきりわかりました。

それで、次に、休日保育の話に移るんですけれども、現在、休日保育されてない、それから、

もしする場合、保育士の確保が必要であるっていうふうに伺っております。先ほど答弁いただき

ました。もう一度お伺いしたいんですけれども、もし休日保育を行う場合、保育士の方、何名必

要になるんでしょうか。もう一度お伺いします。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。お預かりする時間にもよるか

と思うんですが、８時間以内ということであれば最低でも２名の配置が必要になります。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 設定を言うのを言いませんでした、済みません。保育士の方が最

低で２名っていうことだったんですけれども、休日保育をする場合、保育士以外の方、要するに

副食のほうの手配のほうなんですけれども、これを手配する場合、そちらの方の人数っていうの

は必要になるんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。給食をお出しするということ

になれば当然調理師の配置も必要になってくるかと思いますが、現在行っている土曜午後保育に

ついてはお弁当をお願いしておりまして、調理師の出勤はない状態で保護者の方にはお願いをし

ております。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 過去、鳥取市で行ってたときは、確かにお弁当を持ってきていた

だいたっていうふうに聞いてます。そのとき、副食としては、簡単な調理済みっていったものを

前日に用意していただいて、そういった対応をしていたっていうふうにも聞いてます。そういっ

たような対応は可能なんでしょうか。
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○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。土曜日、お弁当と申しますの

は副食も込みで、子供が食べるものは全て持ってきていただくというやり方をしておりますので、

もしも休日保育をするということになった場合も、そのように子供さんがその日お昼に召し上が

るものについては、御家庭のほうで御用意いただくということになろうかと思います。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 現在、休日保育の需要性、そういったものがあるかどうか、何か

把握されておられますでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。３月に行いました、子ども・

子育て支援事業計画策定のためのアンケートでは、御意見を記入された、御意見の種類を全部合

計しますと１３５件の御意見がありまして、その中で、休日保育の希望に関することが７件、そ

れから土曜保育の受け入れ体制に関することが２件の御希望がありました。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） それ、私、子ども・子育て会議のほうだと思ってたんですけれど

も、子ども・子育て会議のほうで、これから先、５年計画か何かつくられる今最中なんでしょう

か。それとも、今どういった状態なんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。子ども・子育て支援事業計画

につきましては、平成２７年度から平成３１年度が１期の計画になっておりまして、来年度、令

和２年度から６年度までの５カ年間の計画を今策定をしているところでございます。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） その計画なんですけれども、２定では大体いつぐらいに完成とい

うか、いつぐらいにでき上がる２定なんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。今年度の２定としましては、

１１月ぐらいに第３回の会議を開催しまして、委員さんに案をお示しした後、１２月にはパブリ

ックコメントで町民の皆さんの御意見を伺い、２月には最終的な審議を終えたいと考えておりま

す。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。
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○議員（１番 加藤 学君） その中で、今、休日保育に関する計画、盛り込む２定あるんでし

ょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。現在の第１期の計画の中でも

休日保育については検討したいというふうに書いているところなんですけれども、委員の皆さん

とも検討を重ねて、保育士の配置の状況であるとか、そういったことも勘案した上で委員の皆さ

んと検討していきたいと考えています。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） ぜひ検討して盛り込んでいただけたらと思います。

次に、選挙の分で、今回、参議院議員選挙で投票２が下がった問題なんですけれども、先ほど

答弁の中で、鳥取と島根の合区にしたっていう、それが最終的には投票するに行くに当たって、

結局マイナスになったのではないかというふうな回答が入ってたんですけれども、全国的に見て、

特に若い方、２２歳以下の方の投票２が下がってるっていう傾向があると思うんですけれども、

これ、どのように認識されてますでしょうか。南部町の中でもこの傾向あったんでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 選挙管理委員会事務局長、大塚壮君。

○選挙管理委員会事務局長（大塚 壮君） 選挙管理委員会の事務局長でございます。やはり合

区の話がございましたけれども、鳥取と島根という中で候補者の顔が見えにくいといったことも

ございました。ただ、若者の投票者数がそこに寄与しているかどうかは、いささかわからないと

ころがございますが、ただ、全国的な傾向で言えるのは、やはり若者の選挙への関心の低さとい

うのが今回の選挙では露呈されたのではないかと思っています。南部町の場合ですけれども、手

元の資料がございませんが、やはり同様な傾向が見えてとれるのではないかというふうに思って

います。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 全国的に見て、若い人の投票２が特に落ち込んでるっていう数字

が全国的にしっかり出てます。それの分を踏まえて投票２を上げるために、特に若い人向けに告

知する分のことが問題であるっていうふうに出てます。今回、南部町の場合、特に告知に使って

るのがＳＡＮチャンネル、それから広報なんぶ、これがメーンかなと思うんです。それとあと、

選挙管理委員会経由で回ってくる印刷物、あれが全戸配布になってるとは思いますけれども、特

にこの３つの媒体含めて、若い人の投票２を上げるには余り寄与しないのではないかっていうふ

うに考えますが、いかがでしょうか。
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○議長（秦 伊知郎君） 選挙管理委員会事務局長、大塚壮君。

○選挙管理委員会事務局長（大塚 壮君） 事務局長でございます。議員のおっしゃるとおりだ

と思います。そのチラシであったり広報であったりっていいますのは、若い人限らず一般の皆さ

んにつきましても、やはり目にする機会っていうのは多くはない、少ないほうかなというふうに

思ってます。ただ、そのＰＲをしないというわけになりませんので、する必要があってやってい

るものでございまして、例えばインターネットのほうで町のホームページにアクセスしていただ

くと、そういった情報、選挙に行きましょうよといった情報とか、そういったものも今後は必要

になってくるんじゃないかなというふうに考えています。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 今回の参議院議員選挙で特に結構注目されたのが、Ｎ国がＳＮＳ

を使って、それでＰＲしたっていうのがあります。ＳＮＳを使って選挙に対してＰＲする場合、

若干これに関してはいろいろ問題があると思いますけれども、今回、南部町のほうでＳＮＳを使

って若い人向けに何らかの形で働きかけるっていう、これはできないもんなんでしょうか。これ

に関しては余り縛りがないんじゃないかっていうふうに逆に考えるんですけれども、いかがでし

ょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 選挙管理委員会事務局長、大塚壮君。

○選挙管理委員会事務局長（大塚 壮君） 事務局長です。議員おっしゃいますように、ＳＮＳ、

メディア媒体だと思いますけれども、そういったものとか、ツイッターでありますとか、そうい

ったことの利用っていうのは今後考えていく必要あると思いますが、どういった制２があるのか

っていうところも今後考えて検討してまいりたいというふうに思います。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 既存のＳＡＮチャンネルとか、それから広報なんぶ、これはもち

ろんそのまま続けていくべきですし、やめるべきではないと思います。先ほども言いましたとお

り、特に若い人に対してのＰＲがこれだけだったら物すごく欠ける結果になると思います。

ちょっと別件になりますけれども、今回、青年議会の募集をかけましたけれども、ＳＮＳ、ホ

ームページ、それから広報なんぶ、これ使いましたけれども、結局、募集ありませんでした。若

い人に対してのＰＲがこの部分だと物すごく抜けてるっていうか、フォローできてないっていう

のが現実だと思います。ぜひ次回の選挙におきまして、ＳＮＳの使い方、これ検討していただき、

どういう形で使えるのか、もしあれでしたら南部町で先駆けてやっていただくとか、そういった

ことができるのではないかと思いますので、ぜひ検討していただきたいと思います。
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それと、私のほうで上げておりました期日前投票所のところ、何か不都合なことが届いていな

いかっていうことですけれども、先ほど答弁の中で、スリッパに履きかえる云々かんぬんってい

う答弁いただいております。私のほうにも届いておりまして、期日前投票所じゃないと、投票所

に行く場合、人が多いので、足が不自由な自分が行った場合、迷惑がかかるから、それがあるん

で期日前投票所に行くようにしてるんだっていうふうに話を伺っております。結局、タクシーを

借りて行ったんだけれども、先ほど言いましたとおり、スリッパに履きかえないといけないって

いうのがわかって、とてもじゃないけど自分としてはそれができないから、結局そのまま投票し

ないでタクシーで帰った、それが前回の衆議院議員選挙のときで、今回の参議院議員選挙に関し

てはもう全く行かなかったというふうに、そういうふうに聞いております。

今回、この問題、期日前投票所の設置の問題とはちょっと少し次元が違う話で、どちらかって

いうとサービスとかそういった話になるんですけれども、足の不自由な人とか目の不自由な方に

とって、期日前投票所に行って、それで投票する、特にスリッパに履きかえるっていうこと、こ

れ、大変問題のあることで、人によっては大変やりにくいことで、結局投票しないで帰った、参

議院選挙行かなかったっていう、そういう話を聞いております。期日前投票所の設置の問題とこ

の問題違いますけれども、何度も言いますが、目の不自由な人、足の不自由な人にとっては、一

緒に考えなければならない問題です。ぜひこの問題、何らかの形で支援していただきますよう、

検討をしていただきますようお願いします。いかがでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 選挙管理委員会事務局長、大塚壮君。

○選挙管理委員会事務局長（大塚 壮君） 事務局長でございます。今お話を聞いて、悲しくな

ったところです。その選挙に対する権利ですか、私どもの配慮が足りなかったというところで、

大変御迷惑かけたなというふうに思ってます。選挙管理委員会の中でもこういったことないよう

にしてまいりたいと思いますし、ぜひとも皆さん方の選挙に対する権利については保障してまい

りたいと思っていますので、検討してまいります。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 加藤学君。

○議員（１番 加藤 学君） 時間がなくなりましたので、あと最後、もう一つ質問させていた

だきます。

会見地区に期日前投票所の設置を求めますが、いかがでしょうか。

○議長（秦 伊知郎君） 選挙管理委員会事務局長、大塚壮君。

○選挙管理委員会事務局長（大塚 壮君） 事務局長です。合併して１５年たちました。その中

で、期日前投票所、これまで１カ所、プラザ西伯のほうでやってまいりました。時代も変わりま
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して、これから先、高齢化社会ということになっていきます。皆さん方の投票行為を保障するた

めにも、これは強く選挙管理委員会の中で議論しながら検討してまいりたいと思います。以上で

ございます。

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。

○議員（１番 加藤 学君） はい。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で、１番、加藤学君の質問を終わります。

これをもちまして本日２定しておりました一般質問は終わります。

・ ・

○議長（秦 伊知郎君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といた

します。

明日１２日も定刻９時からですが、本会議を持ちまして、引き続き一般質問を行う２定であり

ますので、御参集をよろしくお願いいたします。本日は大変御苦労さんでした。

午後４時４７分散会
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